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【わがまち散歩】谷
たに

川
ごう

編
たに

【特集】砥川獅子

毎
日
冒
険
、
い
ろ
ん
な
発
見

い
つ
も
そ
ば
に
い
て
く
れ
る

僕
ら
は
ず
っ
と
最
高
の
相
棒

mashiki  town public relations magazine

広報ましき
「あなた」と「まち」と、 心つながる情報発信



問 い合わせ先

●
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●
●
●
●
●
●
●
●
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●

交流情報センターミナテラス ( 図書館 )　住 木山 236
復興まちづくりセンターにじいろ　住 宮園 702
地域共生センターカタル      　住 木山 594
保健福祉センターはぴねす　健康保険課　健康増進係　住 惣領 1470
児童館　　　　　　　　　　　住 惣領 1470
学校給食センター　　　　　　住 宮園 943-1
文化会館　　　　　　　　　　住 木山 381-1
総合体育館　　　　　　　　　住 木山 236
水道センター　　　　　　　　住 寺迫 51-1
浄化センター　　　　　　　　住 馬水 1194-2
クリーンセンター　　　　　　住 寺迫 290
益城斎場　　　　　　　　　　住 福原 5740
益城西原消防署　　　　　　　住 寺迫 202-1
社会福祉協議会　　　　　　　住 惣領 1470

●
会 計 課
税 務 課
　住 民 税 係
　固 定 資 産 税 係
　債 権 管 理 係
住 民 課
　住 民 係
　環 境 衛 生 係
健 康 保 険 課
　保健事業係・保険年金係
　介 護 保 険 係
福 祉 課
　地域福祉係・包括支援係
　障 が い 支 援 係
　人 権 対 策 係
こ ど も 未 来 課
学 校 教 育 課
生 涯 学 習 課
　スポーツ振興係
産 業 振 興 課
　商 工 観 光 係
建 設 課
　道 路 整 備 係
　復 興 工 務 係
　管 理 係
都 市 計 画 課
　都 市 計 画 係
　建 築 係
　公 営 住 宅 担 当
復 興 整 備 課
　まちづくり推進室
　用 地 対 策 係
企 画 財 政 課
　ふるさと納税ダイヤル
総 務 課
　男女共同参画係
危 機 管 理 課
議 会 事 務 局
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益城町役場　 　　 　 　 　 　 　

１
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２
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３
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☎ 287-8411
☎ 284-1711
☎ 237-8822
☎ 234-6123
☎ 234-6124
☎ 286-8535
☎ 286-1511
☎ 289-2433
☎ 286-6880
☎ 286-1131
☎ 286-4190
☎ 286-0877
☎ 286-2119
☎ 214-5566

☎ 286-3111( 代表 )住 宮園 702 12
586

今 月の表紙

人 びとの動き
人口 34,376 人 （＋　1 人）
男
女

16,604
17,772

人
人

（＋　4 人）
（－　3 人）

世帯数 14,885 世帯 （＋ 4 世帯）

10 月中

出生 /  26 人
死亡 /  13 人
転入 /  98 人
転出 /  110 人

令和 7 年 10 月末現在。（  ）内は前月比。

vol.53

（平田上）
田
た

島
しま

一
かず

男
お

さん

山
と
生
き
る
狩ハ
ン
タ
ー人　

ク
マ
の
出
没
が
連
日
報
じ
ら
れ

る
よ
う
に
、
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
る
鳥
獣
被
害
。
そ
の
最
前
線
で

対
策
を
担
う
の
が
ハ
ン
タ
ー
で
す
。

　

こ
の
町
に
も
頼
れ
る
ハ
ン
タ
ー

が
い
ま
す
。
ハ
ン
タ
ー
歴
50
年
、

田
島
一
男
さ
ん
も
そ
の
一
人
で
す
。

「
昨
年
だ
け
で
、
俺
一
人
で
１
７

０
頭
は
仕
留
め
た
か
な
。
山
の
獣

は
目
に
見
え
て
増
え
て
い
る
よ
」

　

ハ
ン
タ
ー
だ
っ
た
父
の
背
中
を

見
て
育
ち
、
山
は
田
島
さ
ん
に
と

っ
て
庭
の
よ
う
な
存
在
で
し
た
。

そ
の
父
を
亡
く
し
、
形
見
の
銃
を

受
け
継
ぐ
形
で
20
歳
の
時
に
正
式

に
ハ
ン
タ
ー
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
昔
の
猟
は
食
料
に
す
る
た
め

の
も
の
。
暮
ら
し
の
一
部
だ
っ
た
。

今
と
違
っ
て
獣
が
少
な
か
っ
た
か

ら
、
一
日
中
山
を
駆
け
ず
り
回
っ

た
も
ん
だ
よ
」と
、
田
島
さ
ん
は

懐
か
し
そ
う
に
目
を
細
め
ま
す
。

父
か
ら
受
け
継
い
だ

銃
と
使
命

相
棒
の
犬
と
共
に
狩
り
へ

益城のがまだしもん！

砥川獅子

わがまち散歩「谷川編」

ましきインフォメーション
益城町つなぐ補助金　説明会・相談会 /【上益城地域
エネルギー回収施設】環境アセスメント準備書縦覧 /
益城町町民表彰などの推薦を受け付けます / 環境衛
生係からのお知らせ（野外焼却・クリーンセンター営
業日）/「阿蘇くまもと空港アクセス鉄道」都市計画素
案の説明会 / 後期高齢者医療保険料・介護保険料納
付確認書の交付 / 冬本番！　水道管の凍結防止 / 国
保税納付確認書の交付 / 事業用償却資産の所有者は
申告が必要です/【第5回益城公認ロードレース大会】
交通規制にご協力ください / みんなで徹底しよう「三
ない運動」/ 自転車の交通違反に青切符 / 大好評！　
シニア講座「元気福袋」in 飯野 / 町営住宅入居者募集

（市ノ後団地）/ 50 歳からの健康投資～少しの工夫と
ちょっとの運動～ / 震災 10 年復興記念動画エキスト
ラ募集 / 木瀬部屋からの読者プレゼント

まちなか Pick UP!
老若男女　木瀬部屋力士と触れ合い / 百歳おめでと
うございます/町の復興支援で恩返し/みんなが待っ
てた！　祭りと花火

安全と安心／益城の文芸

人権～みんなが幸せになるために～

町有施設情報（ミナテラス／カタル）

町有施設情報（文化会館／にじいろ）／你好台湾

みんなのひろば

くらしの情報
お知らせ▶コンビニ交付サービス一時停止 / 土地利
用方法の変更・建物の取り壊し・所有者の変更は連
絡を / 山火事にご用心 / 令和 8 年度　町体育施設大
会等優先予約開始 / 必ずチェック！　最低賃金 / 海
産物の強引な電話勧誘販売や送り付けのトラブルに
注意 / 子どものゲームや推しへの無断課金に注意 /
催しもの▶里親制度パネル展・相談会 / 公売会開催
/ 相談▶オストメイト医療相談会 / 特設人権相談所
を開設 / 募集▶月 2 回スポーツレクリエーション /
令和 8 年度くまもと林業大学校（長期課程）の生徒募
集 / 避難所運営セミナー参加者募集 / 阿蘇の草原を
活用した畜産経営を行う新規就農希望者募集 / 令和
7 年度自衛官等募集 / 講座▶障がい者対象の職業訓
練 / サポステ公開講座（オンライン）/ 阿蘇くまもと
空港「お仕事講座」/ みんなの掲示板

町長のちょっと一言／善意の灯／乳幼児健診／
ふるさと納税／編集後記

中学校日記／健康に暮らす。
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　熊本テクノリサーチパーク
で撮影に協力してくれた遠

とお
山
やま

晃
こう

輔
すけ

くんと眞
ま

聡
さと

くん（広崎 4
町内）。色づく木々の間を走っ
たり、落ち葉で遊んだり、木
の幹からひょっこり顔を出し
たりしながら、かわいらしい
表情を見せてくれました。

　

現
在
の
主
な
役
割
は
有
害
鳥
獣

の
駆
除
。
猟
友
会
に
所
属
す
る
田

島
さ
ん
の
猟
の
メ
イ
ン
は
ワ
ナ
で

す
。「
こ
の
年
に
な
る
と
体
に
こ

た
え
る
よ
」と
ぼ
や
く
田
島
さ
ん
。

５
つ
の
ワ
ナ
を
相
棒
の
リ
キ
と

見
回
り
、
か
か
っ
て
い
れ
ば
と

ど
め
を
刺
す
日
々
。
狩
猟
は
常

に
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
で
、
ワ

ナ
の
か
か
り
が
甘
か
っ
た
シ
カ

に
襲
わ
れ
、
九
死
に
一
生
を
得

た
こ
と
も
。「
あ
の
時
は
リ
キ
が

命
が
け
で
戦
っ
て
く
れ
て
な
」と
、

頭
を
な
で
る
と
、
リ
キ
は
誇
ら

し
げ
に
一
声
吠
え
ま
し
た
。

　

鳥
獣
被
害
が
増
加
す
る
一
方
、

ハ
ン
タ
ー
の
な
り
手
不
足
は
深

刻
で
す
。
危
険
な
上
、
専
業
に

す
る
に
は
収
入
が
少
な
く
、
拘

束
時
間
も
長
い
の
が
実
情
だ
か

ら
で
す
。「
動
物
保
護
の
観
点
か

ら
の
風
当
た
り
が
強
い
の
も
事

実
。
だ
け
ど
、
実
際
に
作
物
を

荒
ら
さ
れ
、
困
っ
て
い
る
人
が

大
勢
い
る
ん
だ
」。
地
元
の
人
か

ら
あ
り
が
と
う
と
声
を
か
け
ら

れ
る
時
が
、
何
よ
り
の
や
り
が

い
だ
と
田
島
さ
ん
は
語
り
ま
す
。

　
「
そ
れ
で
も
、
も
っ
と
若
手
が

増
え
て
く
れ
る
と
う
れ
し
い
ん

だ
が
な
」。
そ
う
呟
く
と
、
田
島

さ
ん
は
装
備
を
整
え
、
今
日
も

さ
っ
そ
う
と
パ
ト
ロ
ー
ル
へ
向

か
い
ま
し
た
。

下段写真左から／
田島さんが仕留め
たシカの頭部の骨
／山中に仕掛けた
ワナ／12月で2歳
になる相棒のリキ。

「力が強くて最近
は大変だよ」と笑
う田島さん
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砥

獅川
子

約
４
０
０
年
の
歴
史
を
持
つ

砥
川
阿
蘇
神
社
秋
の
大
祭
。

そ
こ
で
奉
納
さ
れ
る
獅
子
舞
は

か
つ
て
飢き

饉き
ん

・
疫
病
に
見
舞
わ
れ
た
折

そ
れ
を
鎮
め
る
た
め
に
始
ま
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

熊
本
地
震
や
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え

五
穀
豊
穣
祈
願
と
し
て
現
在
も
続
く

伝
統
文
化
と
そ
れ
を
受
け
継
ぐ

砥
川
の
人
た
ち
に
迫
り
ま
す
。

【
参
考
文
献
】益
城
町
史
・
砥
川
獅
子
舞
保
存
会
資
料



午
後
6
時　
夜
の
部

出
立
ち
後　
道
ゆ
き　

午
後
２
時　
昼
の
部

午
前
8
時　
準
備

午
前
11
時
30
分　
出
立
ち

　
獅
子
と
対
峙
す
る
の
は
、
地
元

の
子
ど
も
た
ち
で
す
。
鈴
の
音
で

獅
子
を
誘
い
手
な
ず
け
る
少
女

「
釣
子
」と
、
竹
の
棒
で
暴
れ
る

獅
子
を
い
さ
め
る
少
年「
花
棒
」。

地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
こ
の
大
役

を
担
い
、
獅
子
と
共
に
舞
台
を
作

り
上
げ
ま
す
。

　
祭
り
は
一
日
が
か
り
で
す
。
日

中
に
民
家
で
舞
を
披
露
す
る「
出で

立た

ち
」を
終
え
る
と
、
一
行
は
砥

川
神
社
を
目
指
し
て
町
を
練
り
歩

き
、
神
社
の
境
内
が
、
昼
・
夜
の

部
の
舞
台
と
な
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
熱
気
が
最
高
潮
に
達

す
る
の
が
夜
の
部
。鳥
居
、楼
門
、

拝
殿
に
仕
掛
け
ら
れ
た
花
火
を

獅
子
が
次
々
と「
食
い
ち
ぎ
り
」、

舞
の
合
間
に
は
夜
空
を
彩
る
打
ち

上
げ
花
火
が
上
が
り
ま
す
。

　
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の「
も
や
い

獅
子
」で
は
、
雌
雄
の
獅
子
が
激

し
く
舞
い
狂
い
、
滝
の
よ
う
に
降

り
注
ぐ
花
火
の
火
の
粉
を
浴
び
な

が
ら
固
く
抱
き
合
い
ま
す
。

　

花
火
と
獅
子
が
織
り
な
す
壮

大
な
光
景
は
、
ま
さ
に
圧
巻
で
す
。

会
場
を
包
む
観
客
の
た
め
息
と
歓

声
が
、
他
に
類
を
見
な
い
こ
の
祭

り
の
真
価
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　
「
ト
ー
ハ
イ
ハ
イ
ト
ー
ハ
イ
ハ

イ
…
」。
獅
子
舞
に
合
わ
せ
て
奏

で
ら
れ
る
祭
り
ば
や
し
。
笛
と
太

鼓
の
旋
律
に
い
ざ
な
わ
れ
、
獅
子

が
舞
台
を
所
狭
し
と
舞
い
ま
す
。

　
砥
川
の
獅
子
舞
は
、
山
か
ら
下

り
て
き
た
獅
子
を
鎮
め
、
山
へ
返

す
と
い
う
物
語
。
赤
の
雄オ
ン
ジ
シ

獅
子
と

緑
の
雌メ
ン
ジ
シ

獅
子
が
交
互
に
登
場
し
、

や
が
て
二
匹
が
交
わ
り
幻
想
的
に

舞
い
踊
る「
も
や
い
獅
子
」が
最

大
の
特
徴
で
す
。
疫
病
退
散
を
祈

願
し
て
始
ま
っ
た
と
伝
わ
り
ま
す

が
、
そ
の
情
熱
的
な
舞
は
子
孫
繁

栄
の
願
い
を
も
感
じ
さ
せ
ま
す
。

　

こ
の
祭
り
は「
上
砥
川
」、「
中

砥
川
・
下
鶴
」、「
下
砥
川
・
新
川
」

と
い
う
三
つ
の
地
域
が
、
年
ご
と

に
交
代
で
運
営
を
担
う
担
当
制
。

今
年
担
当
す
る「
下
砥
川
・
新
川
」

は
、
地
震
や
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越

え
７
年
ぶ
り
の
大
役
と
な
り
ま
す
。

　
担
当
地
域
は
、
舞
手
と
な
る
子

ど
も
た
ち
の
選
出
か
ら
、
運
営
、

舞
台
設
営
、
獅
子
回
し
、
花
火
に

至
る
ま
で
、
祭
り
の
全
て
を
取
り

仕
切
り
ま
す
。「
獅し

子し

頭が
し
ら

」、「
花は

な

火び

頭が
し
ら

」と
い
っ
た
責
任
者
も
、
そ

の
地
域
の
住
民
が
務
め
ま
す
。

　
し
か
し
、
担
当
地
域
だ
け
で
こ

の
伝
統
が
守
ら
れ
て
い
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
運
営
を
陰

で
支
え
る
の
は
、
地
域
の
垣
根
を

超
え
て
集
ま
る
重
鎮
た
ち
。
自
身

も
幼
い
頃
か
ら
祭
り
に
親
し
み
、

今
で
は
子
や
孫
の
世
代
に
舞
や
演

奏
の
指
導
を
し
な
が
ら
、
祭
り
の

根
幹
を
支
え
て
い
ま
す
。

　
砥
川
獅
子
舞
保
存
会
・
森
田
眞

一
会
長
も
そ
の
一
人
。「
先
輩
か

ら
受
け
取
っ
た
タ
ス
キ
を
、
僕
ら

が
次
の
世
代
に
つ
な
ぐ
番
だ
ね
」

獅
子
と
子
ど
も
た
ち
が

作
り
あ
げ
る
壮
大
な
舞
台

獅
子
舞
奉
納
日
の
流
れ

　奉納される獅子舞は、人吉の青井阿蘇神社を源
流とし、嘉島町六嘉を経てこの地へ伝わったとさ
れます。仕掛け花火を用いるなど、他に類を見な
い独自の進化を遂げた砥川奉納獅子舞。地域に受
け継がれる伝統・文化をひもときます。10 月 17 日に執り行われる大祭神事

祭
り
を
担
う
地
域
と

そ
れ
を
支
え
る
重
鎮

砥川獅子舞保存会　松
まつ

永
なが

修
しゅう

一
いち

さん、作
さく

永
なが

重
しげ

光
みつ

さん、森
もり

田
た

眞
しん

一
いち

会長、藤
ふじ

島
しま

朝
あさ

利
とし

さん

火
と
舞
の
伝
統

砥

獅川
子

今年の獅子頭中
なか

林
ばやし

貢
みつぐ

さんと花火頭塩
しお

山
やま

剛
つよし

さん
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和
7
年
3
月
に
移
住
し
た

ば
か
り
の
毛
利
さ
ん
。
大

工
の
隆
宏
さ
ん
が
マ
イ
ホ
ー
ム
を

建
て
る
た
め
に
選
ん
だ
の
が
下
砥

川
で
し
た
。
7
月
の
初
顔
合
わ
せ

で「
こ
れ
を
機
に
地
域
に
入
っ
て

い
け
れ
ば
」と
話
し
て
い
た
明
莉

さ
ん
。
明
莉
さ
ん
が
七
五
三
の
時

に
着
た
着
物
を
生
か
し
、
装
身
具

は
2
カ
月
か
け
て
作
り
ま
し
た
。

　
隆
宏
さ
ん
は
、
今
年
初
め
て
獅

子
に
挑
戦
し
た
4
人
の
中
で
唯
一
、

経
験
者
が
担
う
夜
の
部
に
も
抜
擢
。

初
め
は
、
地
域
の
人
た
ち
の
獅
子

舞
に
対
す
る
熱
意
に
圧
倒
さ
れ
て

い
た
二
人
も「
皆
さ
ん
優
し
く
て

温
か
い
で
す
」と
す
っ
か
り
な
じ

ん
で
い
ま
し
た
。

移住家族　毛
も う

利
り

明
あ か

莉
り

さん、日
ひ

乃
の

花
か

ちゃん、隆
た か

宏
ひ ろ

さん

新天地での挑戦　人の温かさに包まれて

令

左から／七五三と異なる着付けに奮闘する明
莉さん／お化粧に挑戦／付けすぎちゃった！

守
り
継
ぐ
人
た
ち

太
鼓
の
練
習
に
は
参
加
し
て
い
た

伸
明
さ
ん
で
し
た
が
、
獅
子
の
練

習
は
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。「
父

も
驚
い
て
い
ま
し
た
し
、
私
も
心

配
で
し
た
が
、
親
子
三
代
で
獅
子

舞
を
し
て
い
る
の
を
見
た
親
戚
が

本
当
に
喜
ん
で
く
れ
て
。
や
っ
て

よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
」と
保

治
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　
今
回
は
一
蔵
く
ん
の
お
世
話
も

あ
り
、
7
月
か
ら
練
習
し
た
笛

を
披
露
す
る
機
会
が
少
な
か
っ
た

明
子
さ
ん
。「
今
回
は
笛
を
吹
く

余
裕
が
な
く
て
も
、
3
年
後
、
6

年
後
に
は
役
に
立
つ
か
も
し
れ
な

い
と
思
い
、
練
習
を
頑
張
り
ま
し

た
」と
朗
ら
か
な
笑
顔
を
見
せ
ま

す
。「
準
備
や
練
習
を
含
め
、
全

て
を
引
き
継
い
で
い
か
な
い
と

で
す
ね
」と
保
治
さ
ん
も
続
け
ま

す
。
次
代
を
担
う
有
馬
家
の
二
人

は
、
し
っ
か
り
と
先
を
見
据
え
て

い
ま
し
た
。

　
城
町
で
１
６
２
年
続
く
有

馬
家
。
国
登
録
有
形
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
蔵
の
他
、

門
や
主
屋
か
ら
も
そ
の
歴
史
が
見

て
取
れ
ま
す
。

　
「
獅
子
は
山
か
ら
下
り
て
く
る
」

と
言
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
年
は

地
区
の
高
台
に
あ
る
有
馬
家
で
出

立
ち
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
有
馬
家

6
代
目
の
伸
明
さ
ん
と
息
子
の
保

治
さ
ん
が
獅
子
、保
治
さ
ん
の
妻・

明
子
さ
ん
が
笛
、
孫
の
一
蔵
く
ん

が
花
棒
と
し
て
参
加
。
親
子
の
共

演
を
見
よ
う
と
、
県
内
外
か
ら
有

馬
家
の
一
族
が
集
結
し
ま
し
た
。

　
「
仕
事
で
県
外
に
い
る
こ
と
も

多
く
、
10
月
か
ら
猛
練
習
し
ま
し

た
」と
い
う
保
治
さ
ん
の
隣
で「
全

体
練
習
の
動
画
を
見
な
が
ら
、
家

で
も
一
人
で
練
習
し
て
た
よ
ね
」

と
明
子
さ
ん
が
振
り
返
り
ま
す
。

　
聞
け
ば
、
親
子
で
獅
子
を
回
す

と
決
ま
っ
た
の
は
本
番
の
2
日
前
。

有
あり

馬
ま

家の皆さん 前列左から伸
の ぶ

明
あ き

さん、保
や す

治
は る

さん、一
い ち

蔵
ぞ う

くん、明
あ き

子
こ

さん

親子三代で共演　3 年後、6 年後と引き継いで

益 　
下
砥
川
に
代
々
住
み
続
け
る
人
た
ち
、
町
外
か

ら
移
住
し
て
き
た
家
族
、
愛
好
会
を
作
っ
た
人
。

砥
川
獅
子
を
守
り
継
ぐ
人
の
思
い
を
聞
き
ま
し
た
。

　あれは忘れもしない昭和 55 年。
私が妻と結婚し、そして「砥川獅子
愛好会※」を発足した年です。
　親子 5代で関わってきたこの獅子
舞は、約400年続く伝統行事ですが、
当時は他の地区と同様、存続の危機
にひんしていました。そこで私が地
元の若手に声を掛けたところ、30
人以上もの仲間が集まり、愛好会と
しての活動が始まりました。
　当時はがむしゃらでした。夏祭り、
子ども会、老人ホームへの慰問、ホ
テルのイベントなど、要請があれば
どこへでも赴き、獅子舞の魅力を伝
えて回りました。打ち上げでは、仲
間たちが予算を気にせず浴びるよう
に酒を飲むので、会計を預かる身と
しては頭が痛かったですが、それも
今となっては最高の思い出です。
　そして今年、祭りには多くの新し
い住民の方々も参加してくれまし
た。その光景を目の当たりにし、今
は亡き恩師たちや仲間たちと共に、
この伝統を守り継いできて本当に良
かったと、心から思います。

福
ふ く

馬
ま

則
の り

幸
ゆ き

さん

先
人
か
ら
守
り
継
い
だ
獅
子
が

未
来
へ
つ
な
が
る
こ
と
を
願
っ
て

福馬さんが書いた
笛と太鼓の楽譜

※現在は砥川獅子舞保存会
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上段／ 7 月から始まった大人の練習／下段左か
ら／獅子が怖くておじいちゃんから離れられな
かった練習初日／親子で毎日猛練習／衣装飾り
は保護者の手作り／先輩に習う獅子の動き

前
年
の
材
料
調
達
か
ら

始
ま
る
し
め
縄
づ
く
り

　
本
番
ま
で
に
行
う
の
は
、
練
習

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
神
社
の

鳥
居
を
飾
る
し
め
縄
も
担
当
地
域

の
住
民
た
ち
が
作
り
ま
す
。
稲
刈

り
の
時
期
に
な
る
と
、
翌
年
の
担

当
地
域
が
稲
わ
ら
を
集
め
倉
庫
に

保
管
。
材
料
調
達
か
ら
取
り
付
け

ま
で
全
て
地
域
の
人
た
ち
の
手
で

行
わ
れ
ま
す
。　

　
今
年
の
し
め
縄
作
り
が
行
わ
れ

た
の
は
8
月
31
日
。
縄
に
下
げ
る

「
し
め
の
こ
」作
り
は
、
保
存
会
の

藤
島
さ
ん
が
担
当
。
近
年
移
住
し

て
き
た
若
い
世
代
の
力
も
借
り
な

が
ら
、
経
験
者
た
ち
が
手
際
よ
く

縄
を
編
み
、
約
3
時
間
か
け
て
立

派
な
し
め
縄
が
完
成
し
ま
し
た
。

本
番
当
日

全
て
は
こ
の
日
の
た
め
に

　
本
番
当
日
、
会
場
の
設
営
は
早

朝
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
境
内
に
集

ま
っ
た
の
は
、
移
住
者
か
ら
重
鎮

ま
で
オ
ー
ル
ス
タ
ー
と
呼
べ
る
顔

ぶ
れ
。
経
験
者
の
指
示
を
仰
ぎ
な

が
ら
、
照
明
の
設
置
、
舞
台
の
組

み
立
て
、
花
火
の
準
備
と
、
一
つ

一
つ
入
念
に
進
め
ら
れ
ま
す
。

　
和
や
か
だ
っ
た
空
気
も
、
本
番

が
近
づ
く
に
つ
れ
、
そ
の
緊
張
を

増
し
て
い
き
ま
す
。

　
獅
子
舞
も
花
火
も
、
や
り
直
し

の
き
か
な
い
一
発
勝
負
。
こ
の
日

の
た
め
に
準
備
と
練
習
を
重
ね
て

き
た
４
カ
月
間
の
思
い
を
乗
せ
て
、

今
年
の
砥
川
獅
子
舞
が
、
い
よ
い

よ
始
ま
り
ま
す
。

砥

獅川
子

開
始
。
重
さ
約
４
㌔
の
獅
子
を
自

在
に
操
る
手
さ
ば
き
、
大
地
を
軽

や
か
に
蹴
る
足
さ
ば
き
。
熟
練
の

舞
手
が
体
に
刻
ん
で
き
た
そ
の
動

き
は
、
一
朝
一
夕
で
身
に
つ
く
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
大
人
た
ち
が
練
習
を
重
ね
る
夏

が
過
ぎ
、
10
月
に
は
子
ど
も
た
ち

が
練
習
に
加
わ
り
ま
す
。
初
め
は

獅
子
に
お
び
え
て
い
た
子
も
、
日

を
追
う
ご
と
に
そ
の
表
情
が
和
ら

い
で
き
ま
し
た
。

　
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
！
」。練
習
の
終
わ
り
、
響
く
子

ど
も
た
ち
の
声
に
、
応
え
る
よ
う

に
温
か
い
拍
手
と
健
闘
を
た
た
え

る
太
鼓
の
音
が
続
く
―
。
祭
り
の

下
で
、
世
代
も
背
景
も
違
う
人
々

が
、
一
つ
に
な
っ
て
い
く
光
景
が
、

そ
こ
に
は
あ
り
ま
し
た
。　

　
今
年
の
担
当
地
域
は
全
体
の
3

分
の
2
が
新
し
い
住
民
。「
継
い

で
い
く
人
ば
つ
く
り
た
か
と
た

い
」。森
田
会
長
の
言
葉
に
、
例
年

か
ら
3
カ
月
も
早
い
７
月
か
ら
の

練
習
開
始
と
い
う
、
異
例
の
決
断

の
理
由
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
7
月
12
日
、
下
砥
川
公
民
館
で

の
初
顔
合
わ
せ
。
ぎ
こ
ち
な
い
空

気
の
中
、
笛
や
太
鼓
の
練
習
が
始

ま
り
ま
し
た
。
思
う
よ
う
に
音
が

出
な
い
笛
に
戸
惑
い
を
隠
せ
な
い

大
人
た
ち
。
そ
の
傍
ら
で
は
、
子

ど
も
た
ち
の
晴
れ
着
と
な
る
装
身

具
の
作
り
方
を
、
先
輩
た
ち
が
保

護
者
へ
手
ほ
ど
き
し
て
い
ま
す
。

　
9
月
に
は
獅
子
回
し
の
練
習
を

一
丸
と
な
っ
た

４
カ
月

祭
り
の
始
ま
り
は
夏

共
に
成
長
す
る
日
々

（左上）当日も朝 8時から舞台の
組み立てや花火の準備など大忙し
（左）猛暑の中、しめ縄を作った皆
さん。立派なしめ縄が完成（上）稲
わらも地域で調達。わらの量を調
整しながらきつく編む
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午
前
の
出
立
ち
か
ら
始
ま
り
、

夜
の
部
が
終
わ
る
の
は
午
後
9
時

近
く
。
子
ど
も
た
ち
も
誰
1
人
欠

け
る
こ
と
な
く
そ
の
時
を
迎
え
、

花
火
を
全
身
に
浴
び
な
が
ら
舞
う

獅
子
の
勇
姿
に
、
惜
し
み
な
い
拍

手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
無
事
に
終
わ
っ
て
安あ
ん

堵ど

す
る
人
、

昔
を
振
り
返
り
懐
か
し
む
人
、
来

年
に
向
け
意
気
込
む
人
。
地
域
を

大
切
に
思
う
人
々
が
紡
い
で
き

た
伝
統
は
、
子
ど
も
た
ち
を
育
み
、

人
々
を
つ
な
ぐ
砥
川
の
誇
り
と
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
守
り
継
が
れ
て

い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

終

砥

獅川
子

獅
子
舞
が
あ
っ
た
け
ん

み
ん
な
が
つ
な
が
っ
た
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け
抜
け
ま
し
た
。開
催
は
今
年
で
2
回
目
。

地
域
の
女
性
た
ち
も
昨
年
に
続
き
イ
ベ
ン

ト
に
協
力
し
、
地
元
で
と
れ
た
果
物
な
ど

を
ラ
ン
ナ
ー
に
振
る
舞
い
ま
し
た
。

　「
こ
の
集
落
は
15
戸
ほ
ど
で
さ
み
し
い

も
ん
だ
っ
た
ば
っ
て
ん
、
こ
が
ん
人
が
集

ま
っ
て
に
ぎ
や
か
に
な
る
と
は
思
っ
て
も

み
ま
せ
ん
で
し
た
」と
島し

ま

田だ

悦え
つ

子こ

さ
ん
。

「
展
望
広
場
が
で
き
る
前
は
手
つ
か
ず
の

雑
木
林
で
、
イ
ノ
シ
シ
の
す
み
か
だ
っ
た

と
よ
。
そ
り
ゃ
あ
立
派
な
イ
ノ
シ
シ
さ
ん

た
ち
が
来
訪
し
よ
ら
し
た
よ
」と
冗
談
を

交
え
て
話
す
の
は
山や

ま

田だ

友と
も

子こ

さ
ん
で
す
。

3
人
が
口
を
そ
ろ
え
て
自
慢
す
る
の

は
、
展
望
広
場
か
ら
眺
め
る
夕
日
の
景
色

と
町
の
夜
景
。「
香
港
の
1
0
0
万
ド
ル

の
夜
景
に
も
負
け
と
ら
ん
け
ん
」と
山
田

さ
ん
は
胸
を
張
っ
て
笑
い
ま
し
た
。

場
所
に
谷
川
展
望
広
場
の
整
備
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
ト
イ
レ
や
駐
車
場
も
広
く

完
備
さ
れ
て
お
り
、
教
育
旅
行
で
の
布
田

川
断
層
帯
見
学
コ
ー
ス
の
一
つ
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

　
福
田
郵
便
局
先
の
右
手
に
あ
る
畑
中
団

地
と
新
興
住
宅
地
の
間
の
道
を
上
り
進
む

と
、
高
台
か
ら
の
開
放
的
な
視
界
が
広
が

り
ま
す
。

　
こ
の
集
落
は「
谷
川
」
と
書
い
て「
た

に
ご
う
」と
呼
び
ま
す
。
現
在
、
15
戸
ほ

ど
の
民
家
が
軒
を
連
ね
て
お
り
、
懐
か
し

い
古
里
の
原
風
景
が
色
濃
く
残
る
場
所
で

も
あ
り
ま
す
。

　
谷
川
地
区
に
は
、
熊
本
地
震
で
表
れ
た

布
田
川
断
層
帯
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
平

成
30
(2
0
1
8
)
年
に
国
の
天
然
記
念

物
に
指
定
さ
れ
た
国
内
で
も
ま
れ
な
断
層

で
、
保
存
整
備
が
完
了
し
た
昨
年
4
月
か

ら
一
般
公
開
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
伴
い
、
か
つ
て
雑
木
林
だ
っ
た

　
谷
川
展
望
広
場
の
す
ぐ
隣
に
、今
年
4
月

に
オ
ー
プ
ン
し
た
1
日
1
組
限
定
の
キ
ャ

ン
プ
場「
M
A
N
T
E
N
(
ま
ん
て
ん
)」が

あ
り
ま
す
。
愛
犬
と
一
緒
に
キ
ャ
ン
プ
が
楽

し
め
る
施
設
で
、
専
用
の
ド
ッ
グ
ラ
ン
も
用

意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
早
期
退
職
を
機
に
キ
ャ
ン
プ
場
を
開

設
し
た
と
い
う
オ
ー
ナ
ー
の
安や

す

尾お

幸ゆ
き

春は
る

さ

ん
。
そ
の
最
大
の
理
由
は
愛
犬
の
福ふ

く

ち
ゃ

ん
に
あ
る
よ
う
で
す
。「
福
は
保
護
犬
で
、

娘
の
友
人
か
ら
保
健
所
で
保
護
さ
れ
て
い

る
こ
の
子
の
こ
と
を
知
り
引
き
取
り
ま
し

た
。
当
時
は
衰
弱
し
お
び
え
て
い
ま
し
た

が
、
す
っ
か
り
元
気
に
な
っ
て
私
や
妻
に

べ
っ
た
り
で
す
」と
、
足
元
に
ま
と
わ
り

つ
く
愛
犬
に
目
を
細
め
る
安
尾
さ
ん
。

　「
福
と
暮
ら
し
て
い
る
内
に
、
愛
犬
と

キ
ャ
ン
プ
を
楽
し
め
る
場
所
が
あ
っ
た
ら

い
い
な
と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
。
き
っ
か

け
は
、
展
望
広
場
の
造
成
が
始
ま
っ
た
こ

と
で
す
か
ね
。
そ
の
隣
の
雑
木
林
だ
っ
た

実
家
の
畑
跡
に
、
狭
い
け
れ
ど
も
1
組
限

定
で
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
を
楽
し
め

る
空
間
を
作
れ
た
ら
と
思
っ
た
ん
で
す
」

と
振
り
返
り
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
テ
ン
ト
や
食
料
の
持
ち
込
み

O
K
。
道
具
の
レ
ン
タ
ル
も
可
能
で
手
ぶ

ら
で
楽
し
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。
予
約
で

受
け
付
け
て
い
る
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
の

食
材
は
、
中
学
時
代
か
ら
の
友
人
で
津
森

地
区
で「
焼
肉
の
も
り
か
わ
」を
営
む
森

川
さ
ん
が
協
力
し
て
く
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。「
素
人
な
が
ら
始
め
た
ん
で
す
が
、
友

人
た
ち
の
手
助
け
が
心
強
い
で
す
」と
安

尾
さ
ん
は
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

　
大
気
が
澄
み
き
っ
た
こ
の
季
節
、
こ
の

場
所
か
ら
見
上
げ
る
満
天
の
星
の
輝
き
は

き
っ
と
、
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
を
刻
ん

で
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
何
と
言
っ
て
も
高
台
か
ら
の
眺
め
は
圧

巻
で
、
益
城
町
の
地
形
の
一
部
を
把
握
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
金
峰
山
は
も

と
よ
り
、
快
晴
の
日
に
は
遠
く
長
崎
・
普

賢
岳
も
望
め
、
江
津
湖
や
町
の
花
火
大
会

の
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
人
気
を
集

め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
こ
で
は
季
節
ご
と
の
花
々
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
春
は
シ
ダ
レ

ザ
ク
ラ
や
シ
バ
ザ
ク
ラ
、
初
夏
は
フ
ジ
。

そ
し
て
秋
に
は
、
フ
ジ
バ
カ
マ
の
花
を
求

め
、
遠
く
台
湾
か
ら
海
を
越
え
て
渡
っ
て

く
る
チ
ョ
ウ
・
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
に
も
出
合

え
ま
す
。

　
去
る
10
月
25
日
(土
)、
こ
こ
で「
ま
し

き
朝
飯
(
ち
ょ
う
い
い
＝
超
良
い
)
ト
レ

イ
ル
」の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
外
、
県
外
か
ら
も
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加

し
、
布
田
川
断
層
帯
を
見
学
し
た
後
、
展

望
広
場
を
皮
切
り
に
朝
来
山
か
ら
飯
田
山

へ
の
約
25
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
コ
ー
ス
を
駆

金峰山や普賢岳を望む。谷川展望広場からの眺めは圧巻

一般公開がされている谷川地区の布田川断層

秋になると台湾から渡ってくるチョウ・アサギマダラの姿を見る
ことができます

朝飯トレイルにボランティアで参加していた皆さん。左
から山

やま

内
うち

紀
のり

子
こ

さん、島田さん、山田さん

西村町長 ( 左から 2 番目 )と濱田副町長 ( 右 )も朝早くから大会を見
守っていました

上 /愛犬と一緒にキャンプを楽しめる「MANTEN」
左上 /「MANTEN」のオーナーの安尾さん
左 /安尾さんのそばから離れない、愛犬の福ちゃん

１０月２５日（土）に開催された「朝飯トレイル」のスタッフの皆さん。
 会場は楽しい雰囲気で盛り上がっていました

ちょっとそこ
まで

vol.54vol.54

谷川 編
たにごう

　短
い
秋
が
過
ぎ
、吐
く
息
も

白
く
な
っ
た
こ
の
ご
ろ
。そ
れ

で
も
快
晴
の
日
は
ポ
カ
ポ
カ
と

暖
か
く
、散
歩
日
和
に
恵
ま
れ

ま
す
。

　今
回
の
散
歩
の
目
的
地
は
、

谷た
に

川ご
う

地
区
。小
さ
な
集
落
で
織

り
な
さ
れ
て
き
た
心
の
交
流
に

触
れ
ま
し
た
。

高
台
の
圧
巻
の
眺
め

秋
の
希
少
な
お
客
様

﹁
香
港
の
夜
景
に
も

負
け
と
ら
ん
﹂

愛
犬
と
楽
し
む

キ
ャ
ン
プ
場
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１
年
を
通
し
て
梨
や
柿
を
栽
培
し
て
い

る
、〝
集
落
で
一
番
の
働
き
者
〞と
評
判

の
山や

ま

田だ

く
る
み
さ
ん
に
出
会
い
ま
し
た
。

く
る
み
さ
ん
の
一
日
は
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
。

「
せ
っ
か
ち
な
性
格
な
の
で
、
い
つ
も
パ

タ
パ
タ
し
て
ま
す
」と
笑
う
く
る
み
さ
ん

は
長
崎
市
内
で
生
ま
れ
育
ち
、
28
歳
の
と

き
に
嫁
い
で
き
ま
し
た
。

　「
す
ぐ
に
自
然
の
豊
か
さ
と
高
台
か
ら

の
開
放
感
が
気
に
入
り
ま
し
た
。
地
域
の

皆
さ
ん
も
温
か
く
て
」と
振
り
返
り
ま
す
。

ほ
ど
の
腕
前
に
。「
遠
征
先
で
私
た
ち
が

試
合
を
し
て
い
る
間
、
妻
は
ペ
ア
を
組
ん

だ
方
の
奥
さ
ん
と
2
人
で
観
光
を
楽
し
ん

で
ま
し
た
」と
思
い
出
を
ひ
も
と
き
ま
す
。

　
し
か
し
今
年
4
月
、
妻
の
日ひ

出で

子こ

さ
ん

が
75
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。「
毎
年
、

こ
の
季
節
に
な
る
と
一
緒
に
干
し
柿
を
こ

し
ら
え
た
も
の
で
す
」と
ぽ
つ
り
と
こ
ぼ

し
た
奥
永
さ
ん
の
元
へ
、「
来
た
よ
ー
」「
さ

っ
、
や
り
ま
す
か
っ
」と
テ
ニ
ス
仲
間
が

続
々
と
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
日
は

渋
柿
の
収
穫
。
畑
で
は
奥
永
さ
ん
の
寂
し

さ
を
少
し
で
も
癒
や
そ
う
と
、
仲
間
た
ち

が
ジ
ョ
ー
ク
を
飛
ば
し
合
い
ま
す
。
そ
ん

な
に
ぎ
や
か
さ
に
囲
ま
れ
な
が
ら
奥
永
さ

ん
も
楽
し
そ
う
で
し
た
。

年
に
亡
く
な
る
ま
で
の
13
年
も
の
間
、
長

く
看
病
を
続
け
て
き
ま
し
た
。「
お
父
さ

ん
は
こ
の
ピ
ー
ナ
ツ
豆
腐
が
大
好
き
で
、

こ
れ
を
作
る
と
喜
ん
で
ね
ぇ
」と
懐
か
し

み
な
が
ら
鍋
の
中
を
見
守
り
ま
す
。

　「
正
月
に
な
る
と
子
ど
も
や
孫
た
ち
が

集
ま
っ
て
、
家
ん
中
は
足
の
踏
み
場
も
な

か
で
す
た
い
」と
言
い
な
が
ら
も
う
れ
し

　谷
川
地
区
の
誰
も
が
、
高
台
か

ら
の
絶
景
を
自
慢
し
ま
す
。
昔
に

比
べ
て
戸
数
こ
そ
減
少
し
た
け

れ
ど
、
キ
ャ
ン
プ
場
や
展
望
広
場

の
開
設
で
、
集
落
に
も
活
気
を
も

た
ら
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　夕
刻
に
眺
め
た

真
っ
赤
な
夕
焼
け

が「
明
日
も
晴
れ
」

と
告
げ
て
い
る
よ

う
で
し
た
。

　こ
の
日
の
出
会

い
に
感
謝
。

そ
う
な
ハ
ナ
子
さ
ん
。
来
年
も
ま
た
山
内

家
の
正
月
の
食
卓
に
は
、
自
慢
の
金
時
豆

や
の
っ
ぺ
汁
が
上
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
布
田
川
断
層
帯
の
目
の
前
に
暮
ら
し
て

い
た
の
が
奥お

く

永な
が

紘ひ
ろ

也や

さ
ん
で
す
。「
断
層
が

表
れ
た
家
は
本
家
で
、
私
の
家
も
石
垣
が
崩

れ
家
屋
が
傾
き
ま
し
た
。
地
震
翌
年
の
9

月
、
畑
中
の
農
地
に
家
を
新
し
く
建
て
ま
し

た
」と
話
す
奥
永
さ
ん
の
新
居
は
、
実
家
か

ら
歩
い
て
す
ぐ
の
場
所
に
あ
り
ま
す
。

　
聞
け
ば
奥
永
さ
ん
は
、
テ
ニ
ス
の
シ
ニ

ア
部
門
で
数
々
の
タ
イ
ト
ル
を
獲
得
し
て

き
た
と
か
。
少
年
の
こ
ろ
か
ら
ス
ポ
ー
ツ

に
親
し
み
、
テ
ニ
ス
を
始
め
た
の
は
定
年

を
迎
え
た
60
歳
の
時
。
プ
ロ
の
指
導
を
受

け
つ
つ
、
や
が
て
全
国
大
会
に
出
場
す
る

農
業
の
経
験
な
ど
全
く
な
か
っ
た
く
る
み

さ
ん
で
し
た
が
、
夫
の
そ
ば
で
見
よ
う
見

ま
ね
で
覚
え
て
い
っ
た
そ
う
で
す
。

　
そ
ん
な
く
る
み
さ
ん
も
、
こ
の
ご
ろ
は

よ
う
や
く
自
分
の
時
間
が
持
て
る
よ
う
に

な
っ
た
よ
う
で
す
。
体
操
教
室
に
出
か
け

た
り
、
趣
味
の
ピ
ア
ノ
を
弾
い
た
り
、
習

字
も
習
い
始
め
ま
し
た
。
そ
し
て「
こ
れ

か
ら
は
一
日
も
長
く
、
夫
と
2
人
で
ボ
チ

ボ
チ
と
農
業
を
営
ん
で
い
け
た
ら
」と
笑

顔
を
見
せ
ま
し
た
。

　
そ
の
日
の
山や

ま

内う
ち

ハ
ナ
子こ

さ
ん
の
自
宅

は
、
そ
れ
は
そ
れ
は
に
ぎ
や
か
。
東
京
か

ら
帰
省
し
た
孫
娘
さ
ん
の
家
族
や
、
娘
さ

ん
た
ち
家
族
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　「
運
動
会
の
ご
た
る
で
し
ょ
」
と
笑
い

な
が
ら
台
所
か
ら
顔
を
出
し
た
ハ
ナ
子
さ

ん
は
、
孫
た
ち
が
大
好
き
な
お
は
ぎ
や
ピ

ー
ナ
ツ
豆
腐
作
り
の
真
っ
最
中
。

22
歳
の
と
き
に
寺
中
か
ら
谷
川
に
嫁
い

で
き
た
ハ
ナ
子
さ

ん
。
以
来
、
夫
の

靖や
す
し

さ
ん
と
農
業
を

営
ん
で
き
ま
し
た

が
、
靖
さ
ん
が
50

歳
の
と
き
に
病

気
を
発
症
し
、
平

成
10
(1
9
9
8
)

散
歩
の
終
わ
り
に

　わが家は中２、小６、小５、小１の食べ盛りの男の

子ばかり。週末になると夫の両親も一緒に食事を楽

しむので計８人分のご飯作りに。みんな「おいしい」

と言ってくれるので私のモチベー

ションもアップします。

　息子たちがスポーツをしているこ

ともあり、豚肉や鶏肉料理をよく作

ります。醤油・タマネギこうじをふ

んだんに使ったレシピが多く、味に

こくと深みが出る気がします。

 「おいしく食べて元気に」がわが

家のモットーです。

豚のもも肉150g、タマネギ1/2個、調味料A(醤油こ
うじ大2、すりおろしショウガ大1、酒小1、みりん小1)
油適宜、付け合わせ(キャベツ、ニンジン、ミニトマト)

【 材 料 】

【 作 り 方 】
①フライパンに油をひき、くし切りにしたタマネギを
炒め、一旦器に戻しておく。
②豚肉を炒めて火が通ったら❶のタマネギをフライ
パンに戻す。
③❷にAの調味料を加えて絡ませる。
④千切りにしたキャベツとニンジン、半分に切ったミ
ニトマトを添えて❸を盛り付ける。
※薄味や濃い味にしたい場合は、Aの調味料で調整

岩田優美さん (市ノ後団地)
いわ た

しょう ゆ

 ゆ  み

「干いも屋いもこ」のオ
ーナー。手作りの干し
芋をオンラインで販売
している岩田さん。元
気で明るい4児のママ

醤油こうじの豚のショウガ焼き

~わが家の台所から~

谷川地区谷川地区

至熊本市 至西原村

木山中

木山川

2828

町総合
体育館
町総合
体育館

九州
産交バス
九州
産交バス

寺迫交差点寺迫交差点

福田郵便局

畑中団地 谷川展望広場谷川展望広場

布田川断層帯布田川断層帯
MANTENMANTEN

443443

谷川

上 /奥永さんがこしらえた今年
の干し柿。左 /自転車での筋ト
レを欠かさないという奥永さん

奥永さんと渋柿の収穫を楽しむテニス仲間

手際よくピーナツ豆腐を作
る山内さん

高台から見える山田さんの梨畑

山内さんが手作りしたピーナツ豆腐

その日は娘さんや孫、ひ孫さんたちで大にぎわ
いの山内家でした

明るくほがらかな山田さん

写
真
＝
山
田
友
子
さ
ん
提
供

く
る
み
さ
ん
の
一
日
は

ノ
ン
ス
ト
ッ
プ

ハ
ナ
子
さ
ん
の

ピ
ー
ナ
ツ
豆
腐

妻
と
の
思
い
出

テ
ニ
ス
試
合
の
遠
征
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12 月 3 日（水）午前 10 時～正午

12 月 7 日（日）午前 10 時～正午

益城町つなぐ補助金　説明会・相談会
　町が平成 28 年熊本地震から

10 年を迎えるに当たり、町民の

皆さんと歩んできたこれまでの

歩みを「ふりかえり」、活動をさ

らに「ひろげ」、未来へと「つなぐ」

活動に補助金を交付します。

　申請する場合は、町集落支援員への事前

相談が必要です。詳しくは町ホームページ

をご覧ください。

説明会

補助額　　1 団体当たり上限30 万円
事業期間　令和 8 年 1 月 1 日（木）～ 12 月 31 日（木）

請求手続き

12 月 19 日（金）午前 9 時 30 分～正午

12 月 21 日（日）午前 9 時 30 分～正午

相談会は事前申し込み制▶
問 総務課 町長公室

　☎ 286 ‐ 3111

相談会

　補助金に関する説明会と相談会を復興まち

づくりセンターにじいろで開催します。

　町では、町の振興や町民の福祉向上に寄

与、または町民の模範となるような行為を

したと認められる個人や団体を表彰してお

り、町民の皆さんや町内の各種団体から対

象となりうる人の推薦を受け付けます。

推薦方法
　�「推薦書」を、関係する課か

総務課に提出（持参か郵送）。

推薦書や募集要項は、総務

課 町長公室窓口と町ホームページで入手

できます。

受付期限　令和 8 年 1 月 9 日（金）必着

提出先　　〒 861-2295　益城町宮園 702

　　　　　益城町役場　総務課 町長公室

　　　　　問 ☎ 286 ‐ 3111

益城町町民表彰などの推薦を受け付けます

基準日　　令和 7 年 4 月 1 日

町民表彰
・地域の振興、町民生活の向上に寄与し、その功績が顕著な人

・�ボランティア、環境保全、環境美化などの町民活動で、その功

績が顕著な人

・��芸術、文化、スポーツなどの振興で、その貢献が顕著な人

善行表彰
・町民の模範となる行為をしたと認められる人

・�公益のために私財の寄附をした人（特定の名入りの物品／宅地

開発に伴うもの／道路・水路／児童・生徒の卒業記念／基準日

から１年以上経過したもの／熊本地震に伴うものは除く）

特別表彰
・教育、芸術、文化、芸能、スポーツなどでその功績が著しい人

表彰の種類と対象者

20 日（土）、21 日（日）、27 日（土）、28 日（日）

午前 9 時～午後 4 時

・年末は 30 日（火）午後4 時まで持ち込み可能です。

・令和 8 年は、1 月 5 日（月）から収集を開始します。 

 問 住民課 環境衛生係　☎ 289 - 8077

環境衛生係からのお知らせ（野外焼却・クリーンセンター営業日）

　自分の敷地であっても、枝葉や生活ごみを

野外で焼却することは、一部の例外を除いて

禁じられています。

　罰則規定もありますので、絶対に野外焼却

を行わないでください。

野外焼却は禁止されています 益城クリーンセンター　12月の土日の個人持ち込み

【上益城地域エネルギー回収施設】環境アセスメント準備書縦覧
　民間事業者が御船町上野地区にごみ処理施設の

整備、運営を予定している事業の環境アセスメン

ト準備書の縦覧・意見募集・説明会が実施されます。

　この事業では上益城５町の一般廃棄物（家庭ご

みなど）と主に県内で発生する産業廃棄物を処理

し、同時に処理の過程で発生する熱エネルギー、

メタンガスを利用（エネルギー回収）して発電など

を行うことが計画されています。

事業者　　株式会社シムファイブス

関係地域　御船町・益城町

　準備書について、環境の保全の観点から意見がある人

は、書面で事業者に意見を提出することができます。記

載事項など詳しくは町ホームページをご確認ください。

提出期限　令和８年１月９日（金）※当日消印有効

提出方法　�縦覧場所（熊本県庁を除く）に備え付けの意見

書箱への投函、または問い合せ先への郵送

　　　　　※�意見書箱への投函は、土曜日、日曜日、年

末年始（12 月 27 日～ 1 月 4 日）を除く、

平日の午前９時～午後５時

準備書の縦覧

場所　益城町役場 住民課

　　　御船町役場 本庁舎 1 階ロビー

　　　株式会社シムファイブス事務所

　　　熊本県庁 行政棟本館１階情報プラザ

期間　11 月 27 日（木）～ 12 月 26 日（金）まで

　　　※土曜日、日曜日を除く

時間　午前 9 時～午後 5 時

有価物回収協業組合石坂グループ

ホームページでの電子縦覧もでき

ます。

意見募集

　益城町と御船町で説明会を開催します。説明内容は同

じです。

日時　12 月 16 日（火）午後７時から

場所　御船町カルチャーセンター（御船町木倉 1168）

日時　12 月 25 日（木）午後７時から

場所　益城町保健福祉センターはぴねす

問 株式会社シムファイブス　担当　本田、上村

　 〒 861-8031　 熊本市東区戸島町 2874 番地

 　☎ 389 ‐ 1510

説明会

「阿蘇くまもと空港アクセス鉄道」都市計画素案の説明会
　今回、鉄道ルート（線ルート）を示し、そ

れに基づいた都市計画素案の説明会を次の

とおり開催します。

日時　12 月 21 日（日）午後２時～

　　　12 月 22 日（月）午後７時～

場所　益城町役場２階

　　　会議室２－４・５・６

※申し込み不要

※�大津町でも別日程で同内容

の説明会を開催予定です。

詳しくは県ホームページをご覧ください。

 問 県都市計画課　☎ 333 - 2524
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事業用償却資産の所有者は申告が必要です

　前回申告をした事業主には、申告書用

紙を 12 月中旬に送付します。

申告が必要で用紙がない人は、

町ホームページでダウンロー

ドするか問い合わせ先に連絡

してください。

　また、電子申告（e
エルタックス

LTAX）もできます。

利用方法は、地方税ポータルシステムの

ホームページで確認してください。

※�法人税・所得税の確定申告とは異なり
ます。間違いのないよう申告をお願い
します。
提出期限　令和 8 年 2 月 2 日（月）

提出先　　税務課 固定資産税係

　　　　　（役場 1 階 2 番窓口）

提出方法　郵送、窓口、電子申告

�　事業の用に供されている構築物・機械・器具・備品などで、

具体的には次のようなものです。

償却資産とは

申告書の提出

業種 対象となる主な償却資産（例）

共通
パソコン、コピー機、ルームエアコン、応接セット、

看板、自動販売機、駐車場の舗装工事など

農業
堆肥舎、サイロ、

コンバイン（大型特殊自動車）、ぶどう棚など

料理飲食店業
テーブル、椅子、厨房用具、冷凍冷蔵庫、

カラオケ機器など

小売業 陳列棚／ケース（冷凍機や冷蔵機付きを含む）など

医業
医療機器（レントゲン装置、手術機器、

歯科診療ユニット、ファイバースコープなど）

不動産貸付業
フェンス、自転車置き場、

門・塀・緑化施設等の外構工事など

クリーニング
業

洗濯機、脱水機、乾燥機、プレス機、ボイラー、
ビニール包装設備など

理容・美容業
理容・美容椅子、洗面設備、消毒殺菌機、

サインポールなど

税額の計算方法

　毎年、賦課期日（1 月 1 日）時点で事業

用の償却資産を所有している個人・法人

は、1 月 31 日までに償却資産所在地の

市町村長に申告をすることが、法律で義

務づけられています。

　無申告の場合や虚偽の申告をした場合

は、過料や罰金刑などが科される場合が

あります。必ず申告してください。

　資産がない場合や、免税点未満の場合

は申告不要です。

　課税対象となる全ての償却資産の課税標準額を合計した額の

1.4％。ただし、合計した額が 150 万円未満の場合は「免税」と

なり、償却資産に対して固定資産税の課税はありません。

問 税務課 固定資産税係　☎ 286 - 3380

冬本番！　水道管の凍結防止
凍結したときは

　自然に解けるのを待つか、

ぬるま湯をかけましょう。

　熱湯をかけると、急激な

温度差で水道管が破裂する

恐れがあります。

破損したときは

　水道工事店に連絡してくださ

い。町ホームページに益城町水

道給水装置工事指定工事店一覧

を掲載しています。

　メーターボックスの中に古タオル

などの保温材を詰め、外気にさらさ

れる部分を極力少なくしましょう。

　屋外の蛇口には保温材を巻いてビ

ニールテープで固定しましょう。水

を少量出したままにするのも有効で

す。溜まった水は、水やりや清掃に

利用しましょう。 問 水道課 管理係　☎ 286 - 6880

　冬本番といった寒さになってくると起こるのが水道管

の凍結。水道管が凍結すると破裂や漏水の恐れがあり、水

道が一時的に使用できなくなったり、自己負担での修繕

が必要になったりします。事前に凍結対策をしましょう。

おすすめの凍結対策

保温材

後期高齢者医療保険料・介護保険料納付確認書の交付
　令和 7 年 1 月 1 日～ 12 月 31 日の期間に、普通

徴収（納付書払いか口座振替）で保険料を納めた人と、

遺族年金や障害年金からの特別徴収（年金天引き）で

保険料を納めた人に対して、確定申告で社会保険料

控除として使用する納付確認書を交付します。

必要なもの　・�被保険者本人の後期高齢者医療資格

確認書かマイナンバーカード（介護

保険料分のみの申請の場合、介護保

険被保険者証）

　　　　　　　※上記がない場合委任状が必要です。

　　　　　　・�来庁者の本人確認書類（免許証やマ

イナンバーカードなど）

申請場所　　健康保険課（役場 1 階 6 番窓口）

申請開始　　令和 8 年 1 月 13 日（火）

申請方法

　特別徴収（年金天引き）のみで納付している人には

納付確認書を発行しません。日本年金機構から送

付される「公的年金の源泉徴収票」をご利用ください。

なお、遺族年金や障害年金からの特別徴収の場合、

「公的年金の源泉徴収票」が発行されません。必要な

場合、下記へ連絡してください。

　申請開始前に必要な場合は下記へご連絡ください。

　役場に来庁できない場合は次の 3 つを郵送して

ください。②がない場合は委任状が必要です。

　①申請書

　②後期高齢者医療資格確認書などの写し

　③ �110 円切手付きの返信用封筒
問 後期高齢者医療保険料
　健康保険課 保険年金係　☎ 286 ‐ 3113

　介護保険料
　健康保険課 介護保険係　☎ 286 - 3114

国保税納付確認書の交付
　確定申告で社会保険料控除として使用する国民健康保

険税納付確認書は、例年 1 月下旬に郵送していますが、

年末調整で早めに必要な人には随時交付しています。

交付場所　税務課（役場 1 階２番窓口）
問 税務課 住民税係　☎ 286 - 3388

必要なもの　�本人確認書類

　　　　　　12 月中に納付した国保税の領収書

　　　　　　委任状（納税義務者と別世帯の場合のみ）

※�口座振替で納付している人は、記帳した通帳の持参

をお願いする場合があります。

【第 5 回益城公認ロードレース大会】交通規制にご協力ください
　大会当日は、コースで使用する道路の交通規制

を行います。特に県道 28 号線は渋滞が予想され

ますので、う回にご協力ください。

　沿道にお住まいの皆さんをはじめ、各事業所な

どの関係者の皆さんには大変ご迷惑をおかけしま

すが、ご理解とご協力の上、ランナーへの熱い声

援をお願いします。

　詳しくは、町ホームページを

ご確認ください。

12 月 27 日（土）午前 9 時開会

※�当日、交流情報センターミナテラスは休館です。

大会開催日時

問 益城公認ロードレース大会事務局

 　☎ 287 - 4330　FAX 286 - 4523

午前 9 時 30 分～正午　※変更になる場合があります。

交通規制時間
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政治家の寄付禁止
　政治家が選挙区内の人に寄付をすることは、その時

期や名義のいかんにかかわらず禁止されています。有

権者が求めてもいけません。政治家以外の人が、政治

家の名義の寄付をすることも禁止されています。

政治家に対する寄付の勧誘・要求の禁止
　政治家に対して寄付の勧誘や要求をすること、政治

家名義の寄付を求めることも禁止されています。

　「三ない運動」とは、きれいな政治、お金のかからな

い政治の実現、選挙の公正の確保を目指すための次の

3 つのことを指します。

政治家の寄付は禁止（贈らない）！
政治家の寄付を求めない！受け取らない！
　何かと贈り物をする機会の多い年末年始。一人一人

がルールを守って、明るい選挙を実現しましょう。

みんなで徹底しよう「三ない運動」

平時から禁止されていること

・�政治家が選挙区内の人に年賀状などのあいさつ

状（電報も含む）を出すことは、「答礼のための自

筆によるもの」を除き、禁止されています。

・�政治家や後援団体が選挙区内の人にあいさつす

る目的で、新聞・テレビ・インターネットなど

で有料広告を出すと処罰されます。

その他禁止されている行為

政治家の関係団体の寄付禁止
　政治家が役職員・構成員である団体や会社が、

政治家の氏名を表示して行う寄付や、氏名が類推

されるような方法で行う寄付は禁止されています。

政治家の後援団体の寄付禁止
　政治家の後援団体（後援会など）が、設立目的に

より行う事業に関する寄付以外の寄付は禁止され

ています。

問 町選挙管理委員会　☎ 286 ‐ 3111

　福袋のように毎週いろいろな介護予防講師の講座を
受けることができる、全 10 回の健康教室です。
　好評につき 3 回目の開催決定！　フレイル※予防・
介護予防の足掛かりとして、ぜひご参加ください。
日程　　　表の通り毎週（木）午前 10 時～ 11 時 30 分
場所　　　町公民館飯野分館
定員　　　15 人
対象　　　65 歳以上　※その他、要相談
申し込み　�12 月 25 日（木）までに電話（286 ‐ 3113）

か 健康保険課窓口（役場 1 階 6 番）で受け
付け。※希望者多数の場合、抽選

期日 テーマ  内容

1 月 8 日
いきいき・わくわく健康体操
～運動を中心に筋力・体力アップ～

楽しく全身体操を行うことで、効果的に体と頭のフレイル予防！
フレイル予防の重要性と生活のコツを学びます。

1 月 15 日
お口の健康について＆
栄養・運動かんたんアドバイス

お口の健康維持・オーラルフレイル予防・栄養のアドバイスと、
簡単なエクササイズを行います。

1 月 22 日 息活き上手は元気上手 運動を通して呼吸の大切さを知り、元気な体づくりを目指します。

1 月 29 日 認知症予防
認知症や予防について知り、活用できる制度や高齢者に関わる消
費者問題など役立つ情報を学びます。

2 月 5 日
健康寿命が伸びる体のつくり方
( ピラティス )

年齢と共に落ちやすい筋力や、硬くなりやすい関節に効果的な、
無理なく自宅で継続できる運動を提案します。

2 月 12 日 そろばんで脳トレーニング 昔懐かしいそろばんで、楽しく指先と脳を活性化します。

2 月 19 日 ノルディックウオーク ノルディックポールを使った運動や歩行指導を行います。

2 月 26 日 医療気功 自己治療による心身能力の維持向上、リラックス効果があります。

3 月 5 日 チェアヨガ 椅子に座って誰でも安全に気軽にできるヨガです。

3 月 12 日
いきいき・わくわく健康体操Ⅱ
～脳トレを中心に認知症予防～

体操やものづくりなどを通して、心身・脳を活性化。認知症を予
防するための生活習慣のコツなどを学びます。

※�フレイルとは足腰などが弱った状態。運動や生活習慣で予防・改善が可能です。 問 健康保険課 保健事業係　☎ 286 ‐ 3113

大好評！　シニア講座「元気福袋」in 飯野

　道路交通法の一部を改正する法律の施行によ
り、令和 8 年 4 月 1 日から自転車の交通違反に
交通反則通告制度※（青切符）が適用されます。
　今一度、正しい交通ルールを再確認し、ルール
に則った安全運転を心がけましょう。
対象　　16 歳以上の人
反則金　3,000 円～ 12,000 円
※�違反者が反則金を任意に納めれば、刑事手続き

に移行しない制度

自転車の交通違反に青切符

　酒酔い運転や酒気帯び運転など
は、これまで通り赤切符が交付さ
れ、刑事手続きの対象となります。
　お酒を飲んだら車も自転車も、
絶対に運転してはいけません。

対象となる違反と反則金（一部抜粋）

二人乗り運転
3,000 円

携帯電話の使用（保持）

12,000 円
イヤホンの使用
5,000 円

違反内容 反則金

遮断踏切立ち入り 7,000 円

信号無視 6,000 円

車道の右側通行 6,000 円

一時不停止 5,000 円

違反内容 反則金

無灯火 5,000 円

ブレーキ不備 5,000 円

並進 3,000 円

傘さし運転 5,000 円

　交通事故による被害を減らすた
め、自転車を運転する際はヘル
メットを着用しましょう。

問 危機管理課　☎ 286 ‐ 3210

　 御船警察署 交通課　☎ 282 ‐ 1110

津森分館で行われた医療気功
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昭和 63年度建築
（鉄筋コンクリート造、エレベーターなし）
戸数　　２戸（１階）

間取り　３ＤＫ

家賃　　17,800 円～ 34,900 円

平成元年度建築
（鉄筋コンクリート造、エレベーターなし）
戸数　　１戸（２階）

間取り　３ＤＫ

家賃　　18,000 円～ 35,400 円

平成 2 年度建築
（鉄筋コンクリート造、エレベーターなし）
戸数　　２戸（２階）

間取り　３ＤＫ

家賃　　18,300 円～ 35,900 円

・�浴室はスペースのみ。浴槽・風呂釜を各自で購入
する必要があります。

・�家賃は入居する世帯の要件や間取り（部屋の広さ）

によって決まります。

・入居時に敷金（当初家賃の 3 カ月分）が必要です。

・�家賃の他に共益費が必要で、団地会や自治会で徴

収します。

・�重複申し込みはできません。

町営住宅入居者募集（市ノ後団地）

・�町に居住（住民登録）しているか勤務している人

・�平成 28 年熊本地震発生時に町内に居住（住民登録）

していて、その後町外へ転出した人

・�夫婦か親子を主体とする家族（婚約中を含む）

・�単身の場合、申込期間最終日に満 60 歳以上または身

体障害者手帳を有し等級の要件を満たしていること

・�入居者全員の月額所得※ 1 が公営住宅法に定める基

準額（158,000 円。裁量階層※ 2 は 214,000 円）以下

であること

・�住宅に困窮していることが明らかであること（益城

町営住宅に入居しているか持ち家がある人は不可）

・地方税などの滞納がないこと

・申込者と同居者が暴力団員でないこと

・その他、入居要件を満たしていること
※ 1 �所得金額総額から扶養等控除した額を 12 カ月で割った額
※ 2 �60 歳以上と 18 歳未満のみで構成される世帯、未就学児

がいる世帯、障がい者（等級要件あり）がいる世帯など

申し込み資格募集住宅の概要

申し込み

申込書配布・申し込み受付期間
　12 月 1 日（月）～ 12 日（金）の平日

　午前 8 時 30 分～午後 5 時

申込書配布場所・申込先
　益城町営住宅管理センター

　※�町ホームページからダウンロードできます。
問 益城町営住宅管理センター　☎ 285 - 7850

木瀬部屋からの読者プレゼント
　11 月 2 日に開催されたこども相撲教室のゲスト、宇良関、

美ノ海関などが所属する木瀬部屋から、サイン色紙とオフィ

シャルファンブックを頂きました。

　読者の中から抽選で 4 人にプレゼントします。

応募期限　12月 24日（水）必着
応募方法　�はがきに氏名、住所、電話番号、広報紙への意見・

感想、「広報ましき読者プレゼント

希望」と記入し郵送するか、申し込

みフォーム（二次元コード）で応募

してください。

▶応募は 1世帯 1回までとします。
▶�プレゼントは選べません。応募多数の場合は抽選とし、当
選者発表は発送もってかえさせていただきます。

問い合わせ・応募先
〒 861-2295（住所記載不要）

益城町役場企画財政課 広報係　☎ 286-3223

こども相撲教室の様子は 26 ページの
まちなか Pick UP! をご覧ください。

　町では、熊本地震から 10 年の節目を迎えるに当た
り、「震災 10 年復興記念動画」を制作します。この動
画は、全国の皆さまに益城町の現在の姿を伝えるとと
もに、熊本地震を改めて思い起こし、復興への関心を
深めていただくことを目的としています。
　そこで、動画の撮影に協力してくれるエキストラを
募集します。たくさんのご応募お待ちしています。

震災 10 年復興記念動画エキストラ募集

日程　令和 8 年 1 月
場所　益城町内
※�日時や集合場所、所要時間などは決まり次第、

応募者へ個別に連絡します。

50 歳からの健康投資～少しの工夫とちょっとの運動～
運動（ストレッチや自宅でできる筋トレなど）
　プロの講師をお呼びして実践！　普段してい

る人も、これからしてみたい人にもおすすめ！

食事や休養に関する講義
　自分に合ったカロリーを計算して、食品の選

び方を学びます（20 分程度）。体と心を元気に

する休養のポイントもお伝えします（10 分程度）。

ランチバイキング
　計算したカロリーに合わせて、おかずを選ん

でみましょう。

日時　�　令和 8 年１月 24 日（土）午前 10 時～午後 1 時

　　　　午前 9 時 30 分受け付け開始

場所　　保健福祉センターはぴねす

持参品　動きやすい服装、靴、水分、筆記具

参加費　500 円

対象　　町内在住の 50 ～ 60 歳代

定員　　20 人

　参加希望者は 12 月 8 日（月）～令和 8 年 1 月 11 日（日）

にフォーム（二次元コード）か電話でお申込みください。
問 保健福祉センターはぴねす　☎ 234 - 6123

撮影について

ベッドタウン、スタートライン。
　ジョギングフェアやロードレース、リレーマラソン

と、年間を通して走るイベントの多い益城町。キーパー

ソンとなるランナー 10 人が走りながら、地震からの

10 年を回想し、それぞれの「帰る場所」に向かう物語。

創造的復興のシンボルとして、町の景色・施設も映し

出します。

動画のコンセプト

対象　走ることができる益城町民
　　　※速く走る必要はありません。　
応募方法
　12 月 19 日（金）までにフォーム

（二次元コード）で

問 企画財政課 広報係　☎ 286 - 3223

募集要項
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　7 月 26 日と 10 月 18 日の 2 日間、町管工事業協同組合と青年
部の皆さんによる水道施設の除草作業が行われました。この活動
は、安全な水道水を届けるという使命の下、施設環境を維持するた
めに同団体が毎年実施しているボランティアです。会員の皆さん、
厳しい暑さの中での長時間の作業、本当にありがとうございました。

　安尾國重さん（大正 14 年 11 月 10 日生まれ）が 100
歳の誕生日を迎え、百歳表彰を受けました。
　大学教授から「医者になれる」と太鼓判を押されたほど、
健康への探求心が旺盛な安尾さん。今も守り続けている
長寿の秘

ひ

訣
けつ

は、母の教えである「毎朝お茶を３杯飲む」こ
とと、十分な睡眠です。また、安尾さんは農業大学校の設
立に尽力し、自ら教授として教壇に立つなど、果樹栽培
の分野に貢献。果樹への愛情は今も変わらず、食後の果
物を欠かさないことも、健康の秘訣なのかもしれません。

田中の安
やす

尾
お

國
くに

重
しげ

さん

表彰状を受け取り、笑みをこぼす安尾さん

百歳おめでとうございます

みんなが待ってた！　祭りと花火
益城町みんなの秋祭り 2025

　益城町みんなの秋祭り 2025 が 10 月 25 日、町総合
運動公園で開催されました。当日は 10 月とは思えない
ほどの陽気となり、およそ１万人が詰め掛けた会場では、
半袖や浴衣姿の来場者も多く見られました。
　多数の出店やバラエティー豊かなステージイベント、
総踊り、そして夜空を彩った 5 千発の花火が祭りを盛り
上げました。その熱気あふれる様子の一部をフォトレポ
ートでお届けします。
１ 浴衣姿で仲良く来場 2  来場者や町内団体・企業が参加した総
踊り 3  木山中・益城中吹奏楽部合同の演奏 4  ワールド極真会館
熊本支部益城道場の道場生による試

ためし

割
わ

り 5  司会は復興大使・今
い ま

吉
よ し

めぐみさん 6  スタジオ W ダンスサイト★リーのキレのあるダ
ンスパフォーマンス 7  賞品を巡って白熱したラムネ早飲み競争 
8  ステージを見守る観客 9  音楽とシンクロして打ちあがる花火

老若男女　木瀬部屋力士と触れ合い
こども相撲教室・木瀬部屋力士ひろやす荘慰問

　11 月 2 日、第 3 回阿蘇くまもと空港周辺こども相撲
教室が、町民グラウンド相撲場で開催されました。
　益城町・大津町・菊陽町・西原村の年中から小学 6 年
生約 60 人の勝ち抜き戦やかかり稽古に加え、今回は観
客の大人たちのかかり稽古も実施。相撲ファンの大人た
ちが宇

う

良
ら

関や美
ちゅら

ノ
の

海
うみ

関に押し出されたり、軽々と持ち上
げられたりする様子に、会場が沸きました。
　また、力士たちはひろやす荘を慰問し、握手やサイン
に応え入所者たちと交流しました。 ㊧宇良関を押し出し㊨ひろやす荘入所者と握手する美ノ海関

　11 月 11 日、町は企業版ふるさと納税により寄付を
頂いた㈱タケダコーポレーション（熊本市）に感謝状を贈
りました。
　今回の寄付は、災害に強いインフラ整備や地域を結ぶ
まちづくりの支援など創造的な復興を目指す「熊本地震
からの復興推進プロジェクト」に賛同したものです。
　感謝状を受け取った武

たけ

田
だ

匡
まさ

弘
ひろ

代表取締役は「私たちが
社会から頂いた浄財を、町の財政にお役立ていただきた
い、そんな恩返しの意味を込めました」と述べました。

企業版ふるさと納税感謝状贈呈式

西村町長から感謝状を受け取った武田代表取締役

町の復興支援で恩返し

　辻の城団地自治会は 11 月、コミュニティー無線放送システム
を整備しました。これは、宝くじの受託事業収入を財源とする一
般財団法人自治総合センターの社会貢献広報事業を活用したもの
です。このシステムの導入により、地域の情報発信・共有のさら
なる活性化が期待されます。

１

2

3

4 5 6

7 8

9
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人権についての電話による相談窓口 (平日のみ )

●いじめについて
益城町いじめ電話相談　☎ 286‐1770
●さまざまな人権問題
益城町福祉課人権対策係　☎ 289-1400

同和問題、障がい者・女性・子どもの人権問題、
人権に関する法律相談など、各種人権に関す
る相談窓口は、町ホームページ「人権につい
ての電話による相談窓口」をご確認ください。

防災行政無線 防災行政無線で放送された内容が電話で確認できます。
自動応答電話　☎ 286-0888

　

電
気
不
要
で
経
済
的
、
運
転
音
も
静
か
。
さ

ら
に
天
板
で
お
湯
を
沸
か
せ
ば
加
湿
も
可
能
。

便
利
な
石
油
ス
ト
ー
ブ
で
す
が
、
使
い
方
を
誤

る
と
火
災
に
つ
な
が
る
危
険
な
側
面
も
持
っ
て

い
ま
す
。
正
し
い
使
い
方
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

■
石
油
ス
ト
ー
ブ
に
よ
る
火
災
事
例
と
対
策

【
事
例
1
】給
油
時
の
不
注
意

　

石
油
ス
ト
ー
ブ
を
消
火
せ
ず
に
給
油
し
、
タ

ン
ク
の
ふ
た
を
し
っ
か
り
閉
め
て
い
な
か
っ
た

た
め
、
こ
ぼ
れ
た
灯
油
に
引
火
し
た
。

→�

給
油
は
必
ず
消
火
し
て
か
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

給
油
後
は
、タ
ン
ク
の
ふ
た
が
確
実
に
閉
ま
っ

て
い
る
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

【
事
例
2
】周
囲
の
可
燃
物
へ
の
引
火

　

ス
ト
ー
ブ
の
上
に
干
し
て
い
た
洗
濯
物
が
落

下
し
、
引
火
し
た
。

→�
ス
ト
ー
ブ
の
周
囲
や
上
部
に
は
、
燃
え
や
す

い
も
の
を
置
い
た
り
近
づ
け
た
り
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

 

益
城
西
原
消
防
署　

☎
２
８
６
︲
２
１
１
９

石
油
ス
ト
ー
ブ
の
落
と
し
穴

令和 7 年
町内の火災等発生状況

発生区分 10月中 累計

火災

建物 0 6

車両 0 2

林野 0 0

その他 1 2

警戒出動 2 18

救急出動 136 1,528

救助出動 0 8

◆
防
火
と
救
急

問

Vol.535 「災害と人権」

近
令和 7 年 町内の

事故・事件の発生状況
事故・犯罪
区分 10月中 累計

人身事故 5 50

物損事故 76 784

空  き  巣 0 2

自販機狙い 0 0

万  引  き 0 13

オートバイ盗 0 0

自転車盗 1 4

車上狙い 0 2

◆
地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

御
船
警
察
署　

☎
２
８
２-

１
１
１
０

消
費
生
活
相
談
室
㊊　

☎
２
８
６-

３
２
１
０

問
　
何
か
と
慌
た
だ
し
い
年
末
年
始
。帰
省
や
旅
行
、

忘
年
会
な
ど
楽
し
い
行
事
が
盛
り
だ
く
さ
ん
の

季
節
で
す
。し
か
し
、こ
の
時
期
は
犯
罪
や
交
通

事
故
が
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。以
下
の
こ
と

に
注
意
し
て
、明
る
い
新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

■
年
末
年
始
に
多
発
す
る
犯
罪

　

高
額
な
現
金
を
持
ち
歩
く
機
会
が
増
え
る
た

め
、そ
れ
を
狙
っ
た
犯
罪
が
多
発
し
ま
す
。

　
不
審
な
人
物
や
車
を
見
か
け
た
際
は
、た
め
ら

わ
ず
に
１
１
０
番
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。地
域

ぐ
る
み
で
犯
罪
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

■
交
通
事
故
の
防
止

　

帰
省
や
旅
行
な
ど
で
長
距
離
を
運
転
す
る
際
、

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
疲
労
が
蓄
積
し
、思
わ

ぬ
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。体
調
に
合
わ
せ
、こ

ま
め
な
休
憩
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
万
が
一
事
故
の
当
事
者
に
な
っ
た
場
合
、ト
ラ

ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に
も
、事
故
の
大
小
に
か
か

わ
ら
ず
必
ず
警
察
に
届
け
ま
し
ょ
う
。

明
る
い
新
年
を
迎
え
る
た
め
に

年、日本各地で大規
模な自然災害が頻

発しています。その甚大な被害は、私たちの日
常生活や地域社会に深刻な混乱をもたらします。
特に、高齢者や障がい者、外国人といった支援
を必要とする人々はより厳しい状況に置かれが
ちです。災害は平時には見えにくい社会の弱さ
を浮き彫りにし、時として人々の権利をおびや
かす問題を引き起こします。
　その一例が、避難所での不十分な医療や過度
なストレスによって命が失われる「災害関連死」
です。適切な生活環境や医療を受ける権利が保
障されないことで起こる、深刻な人権問題とい
えるでしょう。こうした事態を防ぐため、国は
災害救助法などを改正し、必要な支援を速やか
に受けられるように法的整備を進めています。

　行政による支援の充実は「誰一人取り残さない
防災」を目指す上で不可欠です。しかし、法律や行
政の力だけで全てを解決できるわけではありま
せん。いざという時、真に力を発揮するのは、皆
さんの地域における日頃からの「顔の見える関係
づくり」です。これを後押しするため、私たちの
町でも自主防災組織の設立を支援するなど、地
域での協力体制の強化に取り組んでいます。
　人権が尊重される社会とは、多様な背景を持
つ人々が互いの存在を認め合い、支え合える社
会です。まずは自分の暮らす地域に関心を持ち、
ご近所とのあいさつや声かけから「顔の見える関
係」を築きましょう。そうした日々のつながりが
災害への備えを「自分ごと」として捉えるきっか
けとなり、いざという時に命を助け、人権を守
る社会を築く、確かな土台となるのです。

投稿は①氏名（ペンネームの場合はふりがなも）②住所③電話番号④作品を明記し、 メール（mashiki890@gmail.com）、はがきで役場広報係に送ってください。締切は毎月10日（必着）。
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ら　
　
郁い

く

涙
目
で
無む

垢く

の
打う

ち
掛か

け
身
に
ま
と
う
妻
に
よ
く
似

た
孫
の
嫁
入
り　
　
　
　
馬
水　
増ま
す
岡お

か　
伸の

ぶ

新
米
を
か
み
し
め
な
が
ら
亡
き
友
の
面
影
偲し

の
び

妻
に
感
謝
す　
　
　
　
　
惣
領　
清し
み
水ず　
　
宏ひ

ろ
し

秋し
ゅ
う

声せ
い

や
水
底
暗
き
河か

っ
童ぱ

淵ぶ
ち

赤
井　
玉た

ま
春は

る　
勇ゆ

う
樹き

木
の
実
落
つ
母
の
素
話
ほ
つ
ほ
つ
と

古
閑　
今い
ま

村む
ら　

恒こ
う

心し
ん

鎌
を
研
ぐ
秋
の
初
風
吹
い
て
よ
り

広
崎　
大お
お
石い

し　
高た

か
義よ

し

墓
じ
ま
ひ
決
め
て
見
上
ぐ
る
秋
の
雲

福
富　
井い

手で　
悅え

つ
子こ

家
守
る
姉
に
白
髪
や
星
月
夜安

永　
福ふ
く

山や
ま　

友と
も

子こ

夕
空
へ
秋さ

刀ん

魚ま

焼
く
香
の
立
ち
上
る

広
崎　
大お
お
原は

ら　
　
郁い

く

山
住
や
思
ひ
切
り
噛か

む
柿
美う

味ま

し

西
原
村　
中な

か
原は

ら　
義よ

し
一か

ず

佐
々
木
投
手
見
守
る
母
に
な
り
き
つ
て

木
山　
本ほ
ん
田だ　
龍り

ゅ
う

子こ

令
和
と
て
演
歌
は
昭
和
に
如ご

と
く
は
無
し

馬
水　
増ま
す

岡お
か　
伸の

ぶ

い
た
だ
き
し
韮に

ら
を
お
供
の
朝
散
歩

惣
領　
野の

宮み
や　
逸い

つ
吉よ

し

流や
ぶ
さ
め
鏑
馬
が
目
玉
故こ

郷き
ょ
う

の
秋
祭惣

領　
阪さ
か

口ぐ
ち

由ゆ

美み

子こ よ
し

広 報 ま しき  令和7（2025）. 12広 報 ま しき  令和7（2025）. 12広 報 ま しき  令和7（2025）. 12広 報 ま しき  令和7（2025）. 122929 2828



MINATERAS ☎287-8411 図書館 ☎243-5115
開館：火・木～日曜日 午前10時～午後6時
　　　水曜日 午後0時～8時
休館：月曜日（祝日の場合は翌日）、毎月第3金曜日交流情報センターミナテラス（図書館）

KATARU
地域共生センター カタル

☎237-8822
開館：午前9時～午後10時 
休館：月曜日（祝日の場合は翌日）

う
ぐ

ちゃんのつぶ

や
き

お悩み相談 
そんなこともアラーナ
ヨシタケシンスケ／著　白泉社

元気のない歴 50 年の著者が
「元気のない人の考え方」でお
悩み解決。美しい逃げ方、楽
しい諦め方をかわいいイラス
トと優しい語り口で提案しま
す。そんなこともアラーナ！

ある星の汽車

ドードーの紳士、オオウミガ
ラスの夫婦、青いコートのブ
ルーバック。汽車が駅に着く
たびに乗客は降りていき、車
内はだんだん寂しくなってい
く…。地球を汽車になぞらえ、
動物が次第に絶滅していく様
子を描いた絵本。

森洋子／著　福音館書店
濱地健三郎の奇

くすし
かる事件簿

有栖川有栖／著　KADOKAWA

探偵の濱地は鋭い推理力だけ
でなく幽霊を見る能力がある。
黒猫のぬいぐるみを連れた美
女、洋館で人を襲う危険な霊
との対決。心霊探偵が解き明
かす驚くべき真相とはー。

12月 20日（土）の午後2時か

ら図書館でクリスマスのおはな

し会を開催！　ちょっとしたク

リスマスプレゼントも準備して

るよ。ぜひみんなできてね。

●新着図書案内　 この他にも、公式ホームページ（二次元コード）では毎週おすすめの図書を紹介しています。

12/7
（日）

Word で作る！かんたんチラシ講座

♦︎時間　午後 2 時～ 4 時
♦参加無料
♦︎講師　熊本シティエフエム　本田莉沙
♦定員　10 人（先着） ※カタルへ電話で申し込み

「マインクラフト ザ・ムービー」

「侍タイムスリッパー」

「�それいけ！アンパンマン
  チャポンのヒーロー！」

12/6
（土）

12/7
（日）

12/6
（土）

場所…多目的ホール　
申し込み…不要（先着順）

午前 10 時～ 11 時 41 分

定員 50 人

①午後 2 時～ 4 時 11 分

②午後７時～ ９時 11 分

定員各 100 人

①午前 10 時～ 1 1 時 29 分

②午後 2 時　～ 3 時 29 分

定員各 100 人

☎286-1511
開館：午前9時～午後10時
休館：月曜日（祝日の場合は翌日）

☎284-1711
開館：午前9時～午後10時
休館：月曜日（祝日の場合は翌日）

NIJI-IROHALL
復興まちづくりセンターにじいろ町文化会館

　街を彩るイルミネーションに、クリスマスの訪れを
感じる季節となりました。本来クリスマスはキリスト
の降誕祭ですが、日本では恋人や家族と過ごす一大イ
ベントとして定着しています。
　一方、お隣の台湾ではどうでしょうか。もともとク
リスマスを盛大に祝う習慣はなく、平日の一つという
認識でした。サンタクロースがプレゼントを配るといっ
た光景も見られません。
　しかし近年は、台湾でもクリスマスを楽しむ文化が
浸透しつつあります。街にはイルミネーションやツリー
が登場し、プレゼント交換をしたり、恋人と過ごした
りと、日本と似た楽しみ方が増えているようです。
　その象徴ともいえるのが、新北市板橋区の「新北市歡
樂耶誕城（新北市クリスマスランド）」。街中に広がる光
の祭典は圧巻で、毎年多くの人々でにぎわいます。日
本とは少し違う、でもどこか似ている台湾のクリスマ
ス。体験しに訪れてみてはいかがでしょうか。

イルミネーションで飾られる新北市板橋区。
イベントは11月から約2カ月間開催される。

台湾のクリスマス

 　益城町の友好交流都市である「台湾台中市大甲区」を中心 　益城町の友好交流都市である「台湾台中市大甲区」を中心
に、台湾の暮らしや文化、習慣など、台湾の今をお届けします。に、台湾の暮らしや文化、習慣など、台湾の今をお届けします。

　来年で熊本地震から 10 年という節目を迎えます。
10 年間の皆さんの思いを「つなぐ」ために、その活
動のシンボルとなるロゴマークを制作しました。

熊本地震から 10 年
思いをつなぐロゴマーク完成

♦︎デザインコンセプト
　みんなの思いや活動が
リボンのように未来へと
つながるイメージ
♦︎使用目的
　益城町つなぐ補助金※

のロゴマーク。その補助
金に関連したイベントな
どでも使用可能

※�益城町つなぐ補助金につい
て、詳しくは本紙 18 ページ
をご確認ください。

　坂本冬休みがお送りする座長公演！　午前と午
後の二部構成でお届けします。「皆しゃまのお越し
を心よりお待ちしておりましゅ」

♦︎開演
　午前の部　正午
　午後の部　午後４時 30 分
♦入場料（全席指定）
　一般　　　　　4,000 円
　ブルーム会員　3,500 円
　※当日 500 円 UP

爆笑！ものまねフェスタ 2026
～坂本冬休みと愉快な仲間たち～

2/14
（土）

出演者一覧
・坂本冬休み・まねだ聖子
・あいかわい翔
・そのまんま美川
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投稿されたご意見・ご感想の一部を紹介します（敬称略）。匿名
を希望する場合は、氏名の横にその旨を明記してください。ペ
ンネームでもＯＫです。また、イラストも募集しています。

決算の内容を町民 1 人当たりの金額に置き換え
てあるのが、身近に感じて大変分かりやすかっ
たです。  　　　　　　　　　　　　   P.N　NX

先月号の表紙、お母さんの膝の上で絵本を見て
いるお子さんの表情が何ともかわいいですね。
また、町に長く住んでいても、すてきな場所・
人々に気付かないものです。次のがまだしもん
も楽しみにしています。　 　宮園　田

た

﨑
さき

真
ま

由
ゆ

美
み

ロザリオビアンコ、柿、栗、米と、たくさん
の秋の味覚がありますね。旬のものをおいしく
味わえるのも、手間暇かけて生産者の皆さんが
作ってくださるおかげですね。その思いも大事
にいただきたいものです。� P.N　あおりんご

（広崎 4町内）
佐
さ

藤
とう

　妃
ひ

奈
な

音
の
ちゃん

　ママとパパの元に来
てくれてありがとう！
幸せにするからね！　
大好きだよ♡
雅
まさ

充
みつ

さんパパ 万
ま

紀
き

さんママ

（広崎 5町内）
吉
よし

田
だ

　千
ち

桜
お

ちゃん

　いつも愛
あい

嬌
きょう

たっぷり
の千桜ちゃん。桃

とう

真
ま

お
兄ちゃんと仲良くすく
すく育ってね！
達
たつ

暁
あき

さんパパ 咲
さき

子
こ

さんママパパ ママ

（辻団地）
澤
さわ

田
だ

　莉
り

心
こ
ちゃん

ママとパパの元に生ま
れてきてくれて、元気に
成長してくれてありがと
う。ずっと大好きだよ！
裕
ゆう

輝
き

さんパパ 稔
なるみ

さんママ

下水道マンホールフタデザイン決まりました
ね！　くまモンのマンホールも歩いて探しまし
たが、今回も探しにいきます！   　

P.N　だるまちゃん

（広崎 5町内）
伊
い

勢
せ

田
だ

　珠
す

愛
あ

ちゃん

パパとママのところに
生まれてきてくれてあ
りがとう♡　毎日幸せだ
よ！　元気にすくすく
育ってね♪♪

真
しん

さんパパ 愛
あ

結
ゆ

奈
な

さんママ

①
種類

②
飼い主

③
行政区

チロル ちゃん
①�トイプードル
②上

うえ
野
の
理
り
沙
さ
さん

③広崎 4町内

きままにスポーツ健康フェスタに参加してきま
した。暑い中、たくさんの人たちが体を動かし
ているのを見て、自分も運動したくなりました。

福富　古
こ

賀
が

麻
ま

理
り

絵
え

彼岸花を 25 年も手入れされてるなんてすごい
です！　今年はもう見に行けないので残念です
が、 来年はぜひ行きたいです。　P.N　あやぽん

正
ただ

しいもの、または問
もん

題
だい

本
ほん

文
ぶん

の中
なか

の○に当
あ

てはまるものを選
せん

択
たく

し、記
き

号
ごう

で回
かい

答
とう

してください。全問正解者中 10 人に、500 円
分の図書カードをプレゼント！

『虹色花火』
にいはらこはなさん
撮影場所：町総合運動公園

『秋祭りの夜景』
宮本俊さん
撮影場所：町総合運動公園

『我が町の花火』
石川隆誠さん
撮影場所：赤井

『花火と三日月』松下正吾さん　
撮影場所：福原 第二畑中橋

『藻川の夕日』
山来敬明さん
撮影場所：赤井

絵手紙
ありがとうございます！

島田　森
もり

田
た

芙
ふ

美
み

さん

絵手紙
ありがとうございます！

古閑　今
いま

冨
とみ

正
まさ

己
み

さん

イラスト
ありがとうございます！

小谷　澤
さわ

田
だ

美
み

穂
ほ

さん

応募締切日… 12 月 10 日必着
前月号の正解… ① - A  ② - D  ③ - D
当選者（敬称略）…緒

お
方
がた

礼
れい

仁
じ

、なーさん、坂
さか

田
た

やすみ、吉
よし

永
なが

美
み

さ
と、平

ひら
松
まつ

ほだか、志
し

柿
がき

沙
さ

織
おり

、りりあん、あやぽん、るーちゃん、
萩
はぎ

峯
みね

恒
つね

久
ひさ

応募総数… 89 通　全問正解数… 86 通

問題１　ヒント…P4 ～ 13
古くから砥川阿蘇神社で奉
納されている獅子舞。雌

めす
の

獅子の顔の色は何色？
A…赤　B…青
C…緑　D…黄色

問題２　ヒント…P22
来年 4 月から適用される自
転車の交通反則通告制度。新
たに切られる切符は何色？
A…赤　B…青
C…緑　D…黄色

問題３　ヒント…P26

今年も来てくれた木瀬部屋
の力士たち。その一人、沖
縄出身の力士のしこ名は？
A…古宇利海　B…残波海
C…美ノ海　　D…水納海

応募方法

回答フォーム →
または、
はがきに答えと住所、氏名
を記入し、〒 861-2295 益
城町役場「広報クイズ」係へ。
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益城町音声訳ボランティア「こまどり」では、広報ましき、社協だより、清水（議会報）などの
記事を音声で録音したＣＤを無料配布しています。　問  町社会福祉協議会　 ☎ 214-5566

記号の説明　�問…問い合わせ先　  住…住所　☎…電話番号　 内88…内線番号　　　
FAX…ファックス番号　Ｍ…メールアドレス　　 　 HP…ホームページ

　
シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、
次

の
日
程
で
福
田
・
津
森
郵
便
局
と
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
証
明
書
発
行
を
一

時
停
止
し
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

期
日
…�

12
月
11
日
㊍

　
　
　
午
前
6
時
30
分
～
午
後
11
時

対
象
…
全
証
明
書

問�

役
場
住
民
課 

住
民
係

　
☎
２
８
６
‐
３
１
１
２

【
土
地
利
用
方
法
の
変
更
】

　
固
定
資
産
税
の
課
税
地
目
は
、
登
記
簿

上
の
地
目
に
か
か
わ
ら
ず
、
毎
年
1
月
1

日（
賦
課
期
日
）の
現
況
に
基
づ
い
て
認
定

さ
れ
ま
す
。今
年
5
月
に
送
付
さ
れ
た「
固

定
資
産
税
課
税
明
細
書
」で
課
税
地
目
を

確
認
し
、
現
況
と
異
な
る
場
合
は
、
固
定

資
産
税
係
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
地
方
税
法
に
基
づ
き
随
時
実
施
す
る
現

地
調
査
の
結
果
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
の

課
税
地
目
と
実
際
の
状
況
に
相
違
が
あ
っ

た
場
合
は
、
職
権
で
課
税
地
目
を
変
更
し

ま
す
。

【
建
物
の
取
り
壊
し
】

　
年
内
に
建
物
を
取
り
壊
し
た
時
や
、
確

実
に
取
り
壊
す
予
定
が
あ
る
場
合
は
、
職

員
が
現
地
調
査
を
し
、
翌
年
度
の
固
定
資

産
税
課
税
対
象
か
ら
外
し
ま
す
の
で
、
早

め
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い（
す
で
に
届
け

出
た
人
、
法
務
局
で
滅
失
登
記
を
し
た
人

を
除
く
）。

【
所
有
者
の
変
更
、
増
築
】

　
法
務
局
で
の
登
記
を
し
て
い
な
い
家
屋

の
所
有
者
変
更
や
、
建
物
の
増
築
を
し
た

時
も
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

※�

届
け
出
が
な
い
場
合
、
今
年
度
と
課
税

対
象
や
所
有
者
名
が
変
わ
ら
ず
に
、
翌

年
度
か
ら
も
引
き
続
き
課
税
さ
れ
ま
す
。

必
ず
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

問�

役
場
税
務
課 

固
定
資
産
税
係

　
☎
２
８
６
‐
３
３
８
０

　
山
火
事
は
例
年
、
春
先
の
他
、
秋
か
ら

冬
に
か
け
て
発
生
し
て
い
ま
す
。
空
気
が

乾
燥
し
、
森
林
内
の
落
ち
葉
な
ど
が
燃
え

や
す
い
状
態
に
な
っ
て
お
り
、
強
風
で
落

ち
葉
な
ど
に
た
き
火
が
燃
え
移
り
発
生
す

る
山
火
事
の
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

山
火
事
の
原
因
の
多
く
が
、
人
の

ち
ょ
っ
と
し
た
火
の
取
り
扱
い
の
不
注
意

で
す
。
一
人
一
人
が
森
林
の
大
切
さ
を
認

識
し
、
防
災
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
山
火
事
予
防
に
当
た
っ
て
は
、
次

の
こ
と
に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

・�

強
風
時
や
乾
燥
時
に
は
、
た
き
火
、
火

入
れ
を
し
な
い
こ
と
。

・�

火
入
れ
を
行
う
際
に
は
必
ず
許
可
を
受

け
、
十
分
な
防
火
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

・�

喫
煙
は
指
定
さ
れ
た
場
所
で
行
い
、
吸

い
殻
は
必
ず
消
し
て
、
投
げ
捨
て
は
し

な
い
こ
と
。

・�

た
き
火
な
ど
火
気
の
使
用
後
は
、
完
全

に
消
火
す
る
こ
と
。
炎
が
見
え
な
く

な
っ
て
も
火
種
が
残
っ
て
い
な
い
か
十

分
に
確
認
す
る
こ
と
。

問�

役
場
産
業
振
興
課 

農
林
整
備
係

　

☎
２
８
６
‐
３
２
７
７

　
町
民
と
、
町
内
に
事
業
所
を
持
つ
法
人

の
大
会
等
優
先
予
約
に
つ
い
て
、
熊
本
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
知
ら
せ
を
掲

載
し
ま
す
。
予
約
を
希
望
す
る
人
は
、
お

知
ら
せ
を
参
照
の
上
、
申
請
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
12
月
11
日
㊍
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
予
約

状
況
を
公
開
し
ま
す
。

【
予
約
申
請
】

申
請
書
提
出
先
…
町
総
合
体
育
館

申
請
書
提
出
期
限
…
12
月
18
日
㊍

【
調
整
会
議
】

日
時
…
12
月
25
日
㊍
午
後
7
時

場
所
…
町
総
合
体
育
館　
会
議
室

※�

優
先
予
約
は
、
大
会
等

の
開
催
に
限
り
ま
す
。

問�

町
総
合
体
育
館

　

☎
２
８
９
‐
２
４
３
３

　
FAX
２
８
９
‐
２
４
３
４

　

熊
本
県
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

こ
の
最
低
賃
金
は
、
県
内
全
て
の
事
業
所
、

労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部

賃
金
室
か
、
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

令
和
8
年
1
月
1
日
か
ら
の
最
低
賃
金
…

　
時
間
額
1
０
３
４
円

問�

熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　

☎
３
５
５
‐
３
２
０
２

　

毎
年
、
年
末
に
か
け
て
、「
数
年
前
に

購
入
い
た
だ
い
た
海
産
物
を
今
年
も
お
送

り
し
ま
す
」と
の
一
方
的
な
海
産
物
の
電

話
勧
誘
や
、
頼
ん
で
い
な
い
商
品
が
突
然

届
く「
送
り
付
け
商
法
」の
ト
ラ
ブ
ル
発
生

が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
購
入
す
る
つ
も

り
が
な
い
場
合
は
、
は
っ
き
り
と
断
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
届
い
た
商
品
は

受
け
取
ら
ず
、
代
金
も
支
払
わ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

問
熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
３
８
３
‐
０
９
９
９

　

上
益
城
5
町
消
費
生
活
相
談
室

　

☎
２
８
６
‐
３
２
１
０（
毎
週
㊊
）

　
最
近
、
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
オ
ン

ラ
イ
ン
通
信
が
で
き
る
ゲ
ー
ム
機
器
で
の

ゲ
ー
ム
や
、
推
し
活
に
夢
中
に
な
っ
た
子

ど
も
が
、
保
護
者
の
知
ら
な
い
う
ち
に
高

額
課
金
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
ま

す
。
ご
家
庭
で
使
い
方
の
ル
ー
ル
を
話
し

合
い
、
設
定
や
パ
ス
ワ
ー
ド
の
管
理
な
ど

を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
３
８
３
‐
０
９
９
９

　

上
益
城
5
町
消
費
生
活
相
談
室

　

☎
２
８
６
‐
３
２
１
０（
毎
週
㊊
）

　
里
親
制
度
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
家

族
と
離
れ
て
暮
ら
す
子
ど
も
を
家
庭
に
迎

え
入
れ
、
一
緒
に
生
活
す
る
と
い
う
法
的

に
認
め
ら
れ
た
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
う

た
め
に
、
パ
ネ
ル
展
と
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。
相
談
員
か
ら
制
度
説
明
を
受
け
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
相
談
会
は
予
約
優
先
。当
日
受
け
付
け
可
。

【
パ
ネ
ル
展
】

期
間
…
12
月
15
日
㊊
～
22
日
㊊

場
所
…
役
場
1
階
多
目
的
ス
ペ
ー
ス

【
相
談
会
】

日
時
…�

12
月
22
日
㊊

　
　
　
午
後
1
時
～
2
時
、
2
時
～
3
時

場
所
…
役
場
1
階 

相
談
室

問�

広
安
愛
児
園 

里
親
支
援
専
門
相
談
員 

吉
田

　
☎
０
８
０
‐
８
９
１
７
‐
３
９
１
６

　

オ
ス
ト
メ
イ
ト（
人
工
肛
門
・
人
工
膀

胱
保
有
者
）と
そ
の
家
族
を
対
象
に
、
ス

ト
ー
マ
ケ
ア（
人
工
肛
門
な
ど
の
手
入
れ

の
仕
方
）な
ど
の
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
…
令
和
8
年
1
月
24
日
㊏

　
　
　
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

　
　
　
（
午
後
1
時
15
分
～
受
け
付
け
）

場
所
…�

熊
本
市
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

希
望
荘
3
階
プ
レ
イ
ル
ー
ム（
熊
本

市
中
央
区
大
江
5
丁
目
1
‐
15
）

参
加
費
…
無
料

申
し
込
み
…
事
前
に
電
話
で
左
記
へ

問�（
公
社
）日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
熊
本

県
支
部
事
務
局（
大
腸
肛
門
病
セ
ン

タ
ー
高
野
病
院
）

　
☎
２
０
６
‐
３
３
３
０

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
一
時
停
止

土
地
利
用
方
法
の
変
更
・
建
物
の
取

り
壊
し
・
所
有
者
の
変
更
は
連
絡
を

山
火
事
に
ご
用
心

令
和
８
年
度　

町
体
育
施
設

大
会
等
優
先
予
約
開
始

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
！　

最
低
賃
金

海
産
物
の
強
引
な
電
話
勧
誘
販
売

や
送
り
付
け
の
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意

子
ど
も
の
ゲ
ー
ム
や
推
し
へ
の

無
断
課
金
に
注
意

　公売とは、差し押さえた財産を売却し、
その代金を滞納となっている町税などに
充てるものです。
　公売方法や公売予定物品など、詳細は
町ホームページをご覧ください。

【開札】
期日　12 月 12 日（金）
時間　午前９時～
場所　役場 2 階 会議室 2 - 3

※�入札する人は顔写真付きの本人確認書
類（マイナンバーカード、運転免許証な
ど）をご持参ください。

問 役場税務課 債権管理係　☎ 286 - 3116

【入札】
期間　12 月 9 日（火）～ 10 日（水）
時間　両日午前９時～午後５時
場所　役場１階 多目的室

公売会開催

里
親
制
度
パ
ネ
ル
展
・
相
談
会

オ
ス
ト
メ
イ
ト
医
療
相
談
会
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　益城町と連携協定を結んでいる日本航空に

よる次世代育成「お仕事講座」を開催します。

　空のプロフェッショナルであるＪＡＬパイ

ロットから空の仕事、飛行機についての講話

を聞き、阿蘇くまもと空港を見学しませんか？

日時　令和 8 年 2 月 7 日（土）

　　　午前 10 時～正午

場所　阿蘇くまもと空港

対象　町内在住の小学 4 年生～中学 3 年生

　　　（保護者参加可能）

定員　20 人

　　　※応募多数の場合、抽選

申し込みは 12 月 1 日（月）～

26 日（金）に二次元コードで

問役場総務課 町長公室　☎ 286 ‐ 3111

　
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

で
は
、
12
月
10
日
の「
人
権
デ
ー
」を
終
日

と
す
る
同
月
4
日
か
ら
の
1
週
間
を「
人

権
週
間
」と
定
め
、
世
界
人
権
宣
言
の
意

義
を
訴
え
る
と
と
も
に
、
人
権
尊
重
思
想

の
普
及
高
揚
に
関
す
る
各
種
活
動
を
実
施

し
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
熊
本
地
方
法
務
局
と
熊

本
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、
次
の
通

り
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
相

談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
…
12
月
5
日
㊎

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
　
　
（
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）

場
所
…
役
場
2
階
会
議
室
2
‐
4
・
5

問�

熊
本
地
方
法
務
局 

人
権
擁
護
課

　

☎
３
６
４
‐
２
１
４
５

　

 

役
場
福
祉
課 

人
権
対
策
係

　

☎
２
８
９
‐
１
４
０
０

　
4
カ
月
ご
と
に
種
目
を
変
え
て
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
み
ま
す
。
12
月
～
3
月
は

シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
で
す
。
初
め
て
の
人
も

大
歓
迎
で
す
。

日
時
…�

12
月
12
日
、
26
日
、
1
月
16
日
、

23
日
、
2
月
13
日
、
27
日
、
3
月

13
日
、
27
日
全
て
㊎

　
　
　
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

場
所
…
町
総
合
体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

対
象
…
18
歳
以
上

定
員
…�

20
人

費
用
…�

７
０
０
円

※�

申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
左
記
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問�

町
総
合
体
育
館（
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
・

キ
ュ
ー
ネ
ッ
ト
益
城
町
体

育
施
設
共
同
企
業
体
）

　

☎
２
８
９
‐
２
４
３
３

　
県
で
は
、
林
業
に
必
要
な
技
術
と
現
場

力
を
兼
ね
備
え
た
即
戦
力
と
な
る
人
材
の

養
成
、
意
欲
と
能
力
の
あ
る
林
業
経
営
者

の
育
成
を
目
的
に
、
平
成
31
年
4
月「
く

ま
も
と
林
業
大
学
校
」を
開
講
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

　
く
ま
も
と
の
森
林
・
林
業
を
守
り
つ
な

ぐ
た
め
、
く
ま
も
と
林
業
大
学
校
で
林
業

を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
令
和
8
年
度
の
生
徒
募
集
一
般
選
考
を

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

願
書
受
付
期
間
…
12
月
15
日
㊊
～

　
令
和
8
年
1
月
21
日
㊌

選
考
日
…
令
和
8
年
2
月
8
日
㊐

試
験
場
所
…

　
熊
本
県
林
業
研
究・
研
修
セ
ン
タ
ー

合
格
発
表
…
令
和
8
年
2
月
13
日
㊎

問�

県
農
林
水
産
部
林
業
振
興
課

　

☎
３
３
３
‐
2
４
４
４

　
県
で
は
、
避
難
所
の
環
境
改
善
に
向
け

た
意
識
向
上
を
目
的
と
し
て
、
避
難
所
運

営
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
避
難
所
運

営
に
お
け
る
資
機
材
、
備
蓄
品
の
必
要
性

や
利
活
用
の
方
法
に
つ
い
て
、
防
災
士
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
共
に
学
び
ま
せ
ん
か
？

　

�

申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
細
は
、「
熊
本

県
避
難
所
運
営
セ
ミ
ナ
ー
」で
検
索
！

日
時
…
令
和
8
年
2
月
7
日
㊏

　
　
　
午
後
2
時
～
4
時

場
所
…
地
域
共
生
セ
ン
タ
ー
カ
タ
ル

申
込
期
限
…
令
和
８
年
１
月
30
日
㊎

問�

Ｊ
Ｒ
九
州
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
株
式
会

社
熊
本
支
店

　

☎
３
５
９
‐
７
９
１
８

　

阿
蘇
地
域
振
興
局
で
は
本
年
度
か
ら
、

阿
蘇
の
草
原
を
活
用
し
な
が
ら
牧
野
を
維

持
・
管
理
で
き
る
担
い
手
人
材
を
育
成
す

る
た
め
、
草
原（
放
牧
）を
活
用
し
た
畜
産

経
営
※
を
行
う
新
規
就
農
希
望
者（
研
修

生
）の
募
集
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
就
農
を
目
指
す
研
修
生
に
は
、
農
家
で

の
技
術
研
修
に
加
え
、
畜
産
関
係
機
関
が

連
携
し
た
支
援
・
研
修
を
実
施
し
、
就
農

ま
で
の
道
の
り
を
手
厚
く
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。
就
農
を
希
望
す
る
人
は
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
今
回
は
繁
殖
牛
・
肉
用
牛
経
営
が
対
象

問�

阿
蘇
地
域
振
興
局
農
林
部
農
業
普
及
・
振
興
課

　
☎
０
９
６
７
‐
２
２
‐
０
６
２
２

【
障
が
い
者
Ｉ
Ｔ
職
業
訓
練
】

　
２
年
間
で
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
か
ら
学
び

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
や
デ
ザ
イ
ン
制
作
、

Ｃ
Ａ
Ｄ
設
計
に
必
要
な
技
能
を
習
得
し
、

就
職
を
目
指
し
ま
す
。

対
象
…�

身
体
障
害
者
手
帳
か
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
を
所
持
し
、
公
共

職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）

に
求
職
の
申
し
出
を
し
た
人
で
、

次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

　
・�

高
等
学
校
卒
業
（
見
込
み
含
む
）
ま

た
は
学
校
教
育
法
第
90
条
・
学
校
教

育
法
施
行
規
則
第
１
５
０
条
の
規
定

に
該
当
す
る

　
・�

就
職
の
意
思
を
有
し
、
職
業
自
立
が

可
能

　
・�

情
報
処
理
技
術
者
と
し
て
能
力
開
発

が
見
込
ま
れ
る

　
・�

障
が
い
の
症
状
が
固
定
し
、
伝
染
性

の
疾
患
が
な
い

　
・
特
別
な
介
助
を
必
要
と
し
な
い

　
・�

ほ
か
の
訓
練
生
と
調
和
性
を
保
ち
、

集
団
行
動
が
で
き
る

定
員
…
5
人

募
集
期
限
…
令
和
8
年
1
月
9
日
㊎

　
　
　
　
　
※
選
考
試
験
あ
り

訓
練
期
間
…
令
和
8
年
4
月
9
日
㊍
～

　
　
　
　
　
令
和
10
年
3
月
9
日
㊍

費
用
…�

テ
キ
ス
ト
代
年
間
2
万
円
程
度
、

訓
練
生
総
合
保
険
1
万
6
千
円
程
度

場
所
…�

障
が
い
者
Ｉ
Ｔ
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー（
田
原
２
０
８
１
‐
28　
熊
本

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
株
式
会
社
内
）

問
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

　

☎
３
７
８
‐
０
１
２
１

　
働
き
た
い
け
ど
一
歩
踏
み
出
せ
な
い
…
。

そ
ん
な
あ
な
た
に
お
届
け
す
る
講
座
で
す
。

第
3
回
と
な
る
今
回
の
テ
ー
マ
は「
い
き

い
き
と
働
く
と
い
う
こ
と
」。
個
性
を
生

か
す
働
き
方
や
企
業
が
求
め
る
人
材
に
つ

い
て
、
こ
ん
に
ゃ
く
製
造
の
老
舗
の
経
営

か
ら
学
び
ま
す
。

日
時
…
令
和
8
年
1
月
24
日
㊏

　
　
　
午
後
1
時
30
分
～
2
時
30
分

対
象
…�

就
労
に
悩
ん
で
い
る
人
、
学
校
関

係
者
、
保
護
者
な
ど

講
師
…
合
資
会
社
鳥
丸
八
十
七
商
店

　
　
　
鳥と

り
丸ま

る
克か

つ
彦ひ

こ
氏

定
員
…
50
人

参
加
費
…
無
料

申
し
込
み
…

　

�
令
和
8
年
1
月
10
日
㊏
ま
で
に
二
次
元

コ
ー
ド
か
電
話
で

問
く
ま
も
と
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

☎
３
６
５
‐
０
１
１
７

障
が
い
者
対
象
の
職
業
訓
練

サ
ポ
ス
テ
公
開
講
座（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

令和 7年度　自衛官等募集 問 自衛隊熊本地方協力本部 宇城募集案内所　☎ 0964 ‐ 23 ‐ 2047
募集項目 資格 受付期間 試験期日

陸上自衛隊
高等工科学校生徒

男子で 17 歳未満の中卒者（見込み含む） ～令和 8 年 1 月 15 日
1 次：令和 8 年 1 月 24 日・25 日
2 次：令和 8 年 2 月 12 日～ 15 日
※いずれか 1 日を指定されます。

自衛官候補生
18歳以上33歳未満
（採用予定月の末日現在、33歳に達していない）

通年
受付時または自衛隊熊本地方協力
本部のホームページで告知

月
2
回
ス
ポ
ー
ツ

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

令
和
8
年
度
く
ま
も
と
林
業
大
学
校

（
長
期
課
程
）の
生
徒
募
集

避
難
所
運
営
セ
ミ
ナ
ー

参
加
者
募
集

阿蘇くまもと空港「お仕事講座」
阿
蘇
の
草
原
を
活
用
し
た
畜
産
経
営

を
行
う
新
規
就
農
希
望
者
募
集

▼「
み
ん
な
の
掲
示
板
」掲
載
の
申
し

込
み
は
、
掲
載
希
望
発
行
月
の
前
々

月
末
日
ま
で
に
役
場
企
画
財
政
課
広

報
係（
☎
２
８
６
‐
３
２
２
３
）へ
。

※
営
利
目
的
の
記
事
は
掲
載
不
可
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編
集
後
記

善意の灯
社会福祉協議会　☎ 214 - 5566
香典返しに替えて次の方々から寄付をいただきま
した。（敬称略）

お名前 （ 行 政 区 ） 故人

　藤
ふじ

枝
えだ

　ルイコ （ 寺 迫 ） 秀
ひで

雄
お

　吉
よし

田
だ

　和
かず

子
こ

（ 福 富 ） 和
かず

敏
とし

　西
にし

山
やま

　タカエ （ 北 向 ） 幸
こう

誠
せい

　前
まえ

川
かわ

　千
ち

嘉
か

子
こ

（ 惣 領 ３ 町 内 ） 守
もり

雄
お

　土
つち

田
だ

　歩
あゆみ

（ 下 陳 ） スミエ

ふるさと納税
全国からたくさんの

「ふるさと納税」を頂き、
心より感謝申し上げます。

令和 7 年度
26,197 件 44,355 万円

令和 7 年 10 月末現在

♦
木
々
の
色
づ
き
が
遅
く
、
締

め
切
り
の
4
日
前
に
撮
影
し
た

表
紙
。
パ
ソ
コ
ン
に
デ
ー
タ
を

移
す
際
、
メ
モ
リ
ー
カ
ー
ド
に

不
具
合
が
生
じ
、
写
真
が
全
て

消
え
ま
し
た
。
翌
日
、
な
ん
と

か
数
枚
復
元
で
き
、
事
な
き
を

得
ま
し
た
が
、
広
報
担
当
5
年

目
で
1
番
追
い
込
ま
れ
た
出
来

事
で
し
た
。　
　
　
　
　

 

係
ま

乳幼児健診　　        町保健福祉センターはぴねす　☎ 234-6123

12 月

12 日 ㊎
3歳児健診
対象者：R4.4.23 ～ R4.5.7 生

対象者には、個別に

通知します。

時間は、通知をご覧

ください。

16 日 ㊋
4か月児健診
対象者：R7.7.29 ～ R7.9.2 生

17 日 ㊌
3歳児健診
対象者：R4.5.8 ～ R4.5.26 生

23 日 ㊋

7か月児健診
対象者：R7.4.10 ～ R7.4.26 生

1歳6か月児健診
対象者：R6.5.18 ～ R6.6.8 生

1 月

6 日 ㊋
4か月児健診
対象者：R7.9.3 ～ R7.9.22 生 対象者には、個別に

通知します。
7 日 ㊌

3歳児健診
対象者：R4.5.27 ～ R4.6.12 生

※対象者は予定です。状況により変更になる場合があります。

　健康に暮らすためのキーワードの一
つが「社会参加」。これは単に外出したり
人と交流したりするだけではなく、社会
の一員として望む役割を果たし、自己実
現を目指すことを意味します。
　その方法は人それぞれです。地域の
集いやスポーツに参加する、仕事や家
事を通じて人と関わる、あるいは「推し
活」のように共通の趣味を持つ仲間を見
つけるのもいいでしょう。大切なのは、
自分の性格やライフスタイルに合った
形で、無理なく続けることです。
　私が担当する「体力あっぷ教室」は、運
動による健康づくりに加え、社会参加の
場としての大切な役割も担っています。
　作業療法士として運動指導を行いな
がら、外出や交流の現場に同行し、参加
者がやりたいことを実現できるよう支
援しています。自分らしい社会参加の方
法を、ぜひ一緒に見つけてみませんか？

毎日を笑顔で過ごすために。健康や介護毎日を笑顔で過ごすために。健康や介護
予防に役立つ情報をお届けします。予防に役立つ情報をお届けします。

自分らしく
社会に参加する

（福）慈光会　
ひろやす荘
作業療法士

髙
た か

﨑
さ き

光
こ う

一
い ち

さん

問  �健康保険課 保健事業係  ☎ 286 - 3113

早は
や
野の

範の
り
子こ

さ
ん（
89
）

　長年の脊柱管狭
きょう
窄
さく
症と骨折によ

り歩くことも困難になり、日常生
活に支障をきたしていた早野さん。
このままでは寝たきりになるとい
う危機感から体力あっぷ教室に参
加しました。「とにかく楽しいで
す。体力がついて自信を取り戻
しただけでなく、スタッフや教室
の仲間も本当に良くしてくれて」
そう満面の笑みで語る早野さんは、
軽い足取りで教室に向かいました。

睡眠をしっかり取ることが
QOLを高める近道

　10 月 30 日、「より良い睡眠がこころとからだを育
てる」をテーマにした、久留米大学の内村直尚先生に
よる講演会が開催されました。
　私はこれまで睡眠時間が短く、特に平日は午後にな
ると体が重くなり、疲れがたまっていくのを感じてい
ました。最近は受験勉強で夜更かしをしがちでしたが、
先生のお話を伺い、しっかりと睡眠を取ることが記憶
の定着につながると知りました。これからは、睡眠時

間を削って勉強や自分のことをするのではな
く、十分な睡眠を取ることで、日中の活動を
より充実させていきたいです。

学校生活の 1 コマを学生の手作り（写真・文）でお届けします。

  私がお伝えします

益城中　保健委員長
堀
ほり

川
かわ

晴
はる

加
か

さん（3 年生）

＃睡眠しっかりで学習もはかどる
＃朝ごはんも大事！
＃すっきりした頭でさらに脳トレ

mashiki_chuugakkou

だるまっちゅう

町長のちょっと一言 「みんなで作り上げた最高の祭りとなりました」
　

10
月
25
日
、
す
が
す
が
し
い
秋
晴
れ
の
中
、

「
益
城
町
み
ん
な
の
秋
祭
り
」を
総
合
運
動
公
園

で
開
催
し
ま
し
た
。
昨
年
の
反
省
を
踏
ま
え
、

会
場
レ
イ
ア
ウ
ト
を
見
直
し
、
ス
テ
ー
ジ
進
行

の
迅
速
化
を
図
り
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
50
を
超
え
る
屋
台
や
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
が
出
店
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
広
安
西
小
、
木

山
中
、
益
城
中
の
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
や
益

城
太
鼓
、
ダ
ン
ス
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
恒
例
の

総
踊
り
に
は
木
村
知
事
も
加
わ
る
な
ど
、
会
場

を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
祭
り
の
最
後
を
飾
る
花
火
に
は
、
あ
ち
こ
ち

か
ら
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
同
日
開
催
の

朝ち
ょ
～
い
い飯
ト
レ
イ
ル
参
加
者
も
谷
川
展
望
広
場
か
ら

花
火
を
鑑
賞
さ
れ
、「
感
動
し
た
。
来
年
も
ぜ

ひ
参
加
し
た
い
」と
の
う
れ
し
い
お
声
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
町
内
各
所
で
多
く
の
人
が
楽
し

ま
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
盛
大
な
祭
り
を
開
催
で
き
ま
し
た
の
も
、

運
営
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
ス
タ
ッ
フ
や
協
力

者
の
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
す
。
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も「
心
の
復
興
」の
実

現
の
た
め
に
、
共
に
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

大会翌日の清掃には私も参
加。祭りの後始末まで、皆
さんのご協力に感謝！

♣
今
年
は
ま
だ
１
カ
月
残
っ
て

い
ま
す
が
、
本
号
は
広
報
紙
と

し
て
今
年
最
後
の
号
で
す
。
１

月
の
お
せ
ち
特
集
か
ら
12
月
の

獅
子
舞
特
集
ま
で
、「
一
人
で

も
多
く
の
町
民
を
紙
面
に
」と

い
う
目
標
を
達
成
で
き
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
本
紙

に
登
場
し
て
く
だ
さ
っ
た
全
て

の
皆
さ
ま
に
感
謝
！ 　
　
係
ゆ
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最新情報は、ホームページで確認してください。

くらしにプラス！ カレンダー12
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
■母子健康手帳交付
■消費生活相談室

■からだ deあそぼ ■心配ごと相談 ■夜間納付相談 ■認知症伴走型相談 ■みんなのおはなし会

7 8 9 10 11 12 13
■母子健康手帳交付
■消費生活相談室

■心配ごと相談 ■おひざにだっこのおはなし会
■せいさく
■夜間納付相談

■女性のこころとからだなんでも相談
■認知症伴走型相談

■みんなのおはなし会
■キッズタイム
10:30 ～　申込 12/5 ～ 12

14 15 16 17 18 19 20
■母子健康手帳交付
■子育て広場
■おはなし
■消費生活相談室

■もの忘れ相談室 ■ふぁん！ふぁん！ままくらぶ
10:30 ～　申込 12/1 ～ 14
■心配ごと相談

■夜間納付相談 ■認知症伴走型相談 ■みんなのおはなし会

21 22 23 24 25 26 27
■母子健康手帳交付
■子育て広場
■消費生活相談室

■専門医によるこころの相談 ■誕生会※3日前までに申込
■心配ごと相談

■おひざにだっこのおはなし会
■夜間納付相談

■認知症伴走型相談 役場閉庁日（～ 1/4）

28 29 30 31 1/1 2 3

上益城 5町消費生活相談室
９：00 ～ 16：00
月　益城町　☎ 286‐3210
火　御船町　☎ 282‐1226
水　嘉島町　☎ 237‐1112
木　甲佐町　☎ 234‐3223
金　山都町　☎ 0967‐72‐3133
各役場に専門相談員が配置されて
おり、お住まいの地域に関わらず
相談が可能です。

福祉課
■心配ごと相談 10：00 ～ 15：00
　役場 1 階相談室 D
　☎ 214-5566 （社会福祉協議会）
■もの忘れ相談室 13：30 ～16：30
　役場 1 階相談室 D　予約制
　☎ 214-5566 （社会福祉協議会）
■認知症伴走型相談 16：00 ～ 20：00
　第１週　惣領 4 町内公民館
　第 2 週　下辻団地集会所
　第 3 週　田原第二団地集会所
　第４週　小池秋永公民館（15：30 ～ 19：30）

　☎ 080-7079-5819（花へんろ）

益城町児童館　☎ 234 - 6124

■ふぁん！ふぁん！ままくらぶ
「クリスマスリース作り」
■キッズタイム

「プチスイーツを作ろう」
【おひさまひろば】10：30 ～
■からだ deあそぼ　■誕生会
■おはなし　■せいさく

益城町図書館　☎ 243 - 5115
■おひざにだっこのおはなし会 
　11：00 ～ 11：30
■みんなのおはなし会
　14：00 ～ 14：30

今月の納税など　  固定資産税第 3 期／国民健康保険税第 8 期／介護保険料第 9 期／後期高齢者医療保険料第 6 期

税務課　☎ 286 - 3116

■夜間納付相談　17：15 ～ 20：00

保健福祉センター　はぴねす
　☎ 234 - 6123
■母子健康手帳交付

完全予約制（個別に交付）
■子育て広場（育児相談）
　一部予約制
　（母子手帳アプリ「母子モ」から予約可）
■女性のこころとからだなんでも相談
　�完全予約制（１週間前締め切り）
■専門医によるこころの相談
　�完全予約制（１週間前締め切り）

Instagram
@mashiki._.town

LINE
益城町

町ホームページ X（旧Twitter）
@mashiki_town

マイナンバーカードを

持っていれば、コンビニ

や福田・津森郵便局で手

軽に各種証明を

取得できます。

12・1月の休日当番医　　　　　　　　　　　　診察時間／午前 9 時～午後 5 時

12 月

7 日 （日） 益城整形外科 （安永） ☎ 286-1818
14 日 （日） かいがクリニック （木山） ☎ 286-2023
21 日 （日） 益城なかぞのクリニック （宮園） ☎ 286-1700
28 日 （日） 益城中央病院 （宮園） ☎ 286-3151
29 日 （月） あおい皮ふ科 （広崎） ☎ 288-6028
30 日 （火） 砥川クリニック （砥川） ☎ 286-5770
31 日 （水） ふくだ整形外科 （馬水） ☎ 286-7391

1 月

1 日 （木） さくら病院 （広崎） ☎ 286-8111
2 日 （金） のざき消化器 IBD クリニック （広崎） ☎ 285-3373
3 日 （土） かいがクリニック （木山） ☎ 286-2023
4 日 （日） 砥川クリニック （砥川） ☎ 286-5770

※変更などがある場合があります。特に１月については、必ず事前に医療機関にご確認のうえ受診してください。


